








題課の究研献文筆角

角
筆
文
献
研
究
の
課
題

l
、
角
筆
文
献
の
概
要

角
肇
は
、
象
牙
又
は
竹
な
ど
で
作
っ
た
箸
一
本
の
形
の
用
具
で
あ
る
。
長
さ

は
六
寸
（
約
一
八
・
二
竺
乃
至
八
寸
（
約
二
四
・
五
竺
程
度
　
－
　
丁
度
、

鉛
筆
か
小
筆
の
長
さ
　
－
　
で
あ
っ
て
、
一
端
を
撃
の
先
の
よ
う
に
削
り
、
こ
れ

注
1

で
文
字
を
指
し
、
又
は
文
字
を
書
き
記
す
方
便
と
し
た
。

こ
の
角
筆
で
書
か
れ
た
文
字
は
、
そ
の
跡
が
凹
み
と
し
て
紙
の
面
に
残
る
も

ヽ

　

ヽ

の
で
あ
る
。
撃
見
て
み
る
と
、
裁
縫
の
へ
ら
で
布
に
緑
な
ど
を
引
い
て
、
凹
み

の
跡
を
つ
け
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
象
牙
や
竹
製
の
用
具
の
尖
端
を
以
て
、

紙
の
面
を
直
接
に
傷
つ
け
凹
ま
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
文
字
を
書
い
た
も
の
で
あ

る
か
ら
．
、
白
い
紙
に
筆
で
墨
の
文
字
を
書
い
た
り
朱
容
や
自
点
を
施
し
た
り
し

た
よ
う
な
、
色
彩
に
よ
っ
て
読
む
人
の
目
に
映
る
も
の
と
は
、
全
く
異
な
っ
た

ヽ

　

ヽ

も
．
の
で
．
あ
る
。
正
に
掻
き
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
角
撃
で
文
字
な
ど
が
書
付
け
ら
れ
た
文
献
を
、
・
こ
こ
で
「
角

筆
文
献
」
㍉
こ
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

角
筆
文
献
は
・
そ
の
文
字
の
跡
が
、
塁
な
ど
の
色
彩
で
は
な
く
、
阻
み
で
あ

る
か
ら
、
大
変
目
に
付
き
難
く
、
そ
の
上
、
長
い
年
月
の
間
に
は
そ
の
文
字
が

書
か
れ
た
凹
み
も
消
え
か
か
っ
た
も
の
が
多
い
ば
か
り
で
な
く
、
〝
文
字
は
塁

小

林
　
　
芳
　
　
規

で
寄
い
た
も
の
″
と
い
う
〝
常
識
″
に
災
い
さ
れ
、
毛
筆
以
外
の
筆
記
具
を
使

っ
て
文
字
を
書
く
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
思
い
も
及
ば
な
か
っ
た
近
代

人
に
は
、
今
ま
で
看
過
さ
れ
て
来
た
の
も
、
誠
に
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。

角
筆
文
献
の
第
1
号
が
見
付
け
ら
れ
た
の
は
、
二
十
年
前
の
昭
和
三
十
六
年

で
あ
る
。
東
京
の
某
デ
パ
ー
ト
で
、
高
野
山
秘
宝
展
が
催
さ
れ
た
時
、
展
示
中

の
漢
書
問
勃
列
伝
の
、
墨
書
さ
れ
だ
本
文
に
、
そ
の
訓
点
を
施
す
の
に
角
筆
で

ヲ
コ
ト
点
や
仮
名
な
ど
ト
ー
こ
れ
を
「
角
筆
点
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
I
が

容
か
れ
て
い
る
こ
と
を
、
同
席
の
粟
島
裕
博
士
が
気
付
か
れ
た
の
で
あ
る
。
第

2
号
は
、
そ
の
翌
年
、
五
島
美
術
館
の
大
日
経
（
本
文
書
写
は
奈
良
時
代
で
、

自
点
の
識
語
に
「
長
暦
四
年
　
へ
一
〇
四
〇
）
　
七
月
一
日
移
点
了
」
と
あ
る
）
を

調
査
し
て
い
る
折
に
、
思
い
が
け
な
く
、
白
点
の
他
に
角
筆
点
の
あ
る
こ
と
を

見
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
更
に
、
漢
書
楊
雄
伝
天
暦
二
年
、
（
九
四
八
）
　
の
訓
点

注
2

本
に
も
、
京
都
大
学
か
ら
出
版
計
れ
た
複
製
本
に
は
そ
の
精
巧
な
写
真
の
政

に
1
角
筆
の
仮
名
な
ど
が
映
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
に
亘
り
、
r
そ
の
特
異
な

垂
記
方
式
に
注
意
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
．
、
新
し
い
訓
点
資
料
の
群
が
浮
び
上
る

注
3

と
予
想
さ
れ
、
訓
点
語
学
会
の
機
関
誌
に
報
告
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
昭

和
四
十
年
以
降
、
京
都
の
高
山
寺
の
経
鼠
調
査
が
始
ま
り
、
次
い
で
大
津
の
石

山
寺
、
東
寺
観
智
院
、
嵯
峨
の
大
覚
寺
、
叉
、
こ
れ
よ
り
先
、
昭
和
三
十
八
年
以
降



は
山
科
の
醍
醐
寺
な
ど
の
典
籍
文
書
の
総
合
調
査
に
参
加
さ
せ
て
頂
く
粗
金
に

恵
ま
れ
、
経
蔵
の
全
文
献
を
残
ら
ず
調
べ
る
と
い
う
方
式
に
幸
い
さ
れ
て
、
次
々

と
角
箪
文
献
が
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
点
数
で
い
う
と
、
昭
和
五
十
六

注
4

年
十
一
月
現
在
で
、
総
計
八
十
二
点
を
数
え
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中

に
は
、
同
じ
調
査
メ
ム
バ
ー
の
、
桑
島
裕
博
士
を
始
め
、
田
中
稔
、
奥
田
勲
、

柳
田
征
司
、
故
横
田
拓
実
、
加
藤
優
、
石
塚
晴
迫
、
三
保
忠
夫
、
菅
原
範
夫
、

月
本
雅
幸
の
諸
氏
が
見
付
け
ら
れ
、
そ
の
教
示
に
負
う
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。

．
八
十
二
点
の
角
筆
文
献
は
、
そ
れ
が
書
か
れ
た
時
代
か
ら
見
る
と
、
平
安
極

初
期
か
ら
江
戸
時
代
末
期
の
も
の
ま
で
各
時
代
に
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち

で
、
最
も
古
い
の
は
、
九
世
紀
初
頭
の
も
の
で
あ
り
、
石
山
寺
蔵
の
大
乗
阿
耽

注
5

達
磨
雑
集
論
巻
第
十
六
の
一
巻
に
書
入
れ
ら
れ
た
角
撃
点
で
あ
る
。
こ
の
本

は
、
本
文
の
漢
文
を
奈
良
時
代
の
天
平
勝
宝
四
年
（
七
五
二
）
に
墨
書
で
害
写

し
て
お
り
、
そ
の
行
間
な
ど
に
角
撃
を
以
て
、
句
切
段
落
点
や
万
葉
仮
名
な
ど

を
書
入
れ
て
、
そ
の
訓
読
を
示
し
て
い
る
。
次
い
で
古
い
も
の
が
、
京
都
輿
望

注
6

禅
寺
蔵
の
大
唐
西
域
記
巻
算
一
に
書
入
れ
ら
れ
た
角
筆
点
で
あ
る
。
こ
の
本

は
、
墨
書
で
延
暦
四
年
（
七
八
五
）
七
月
に
僧
道
産
が
容
写
し
た
漢
文
の
行
間

に
、
角
筆
を
以
て
そ
の
訓
読
を
示
す
万
葉
仮
名
や
ヲ
コ
ト
点
や
漢
字
を
書
き
記

し
て
い
る
。
角
筆
を
以
て
書
き
記
し
た
時
期
は
、
万
葉
仮
名
や
ヲ
コ
ト
点
法
な

ど
か
ら
見
て
、
．
本
文
書
写
の
後
、
間
も
な
い
九
世
紀
初
頭
と
認
め
ら
れ
る
。
以

後
、
平
安
時
代
、
鎌
倉
時
代
、
宝
町
時
代
、
江
戸
時
代
に
も
そ
の
文
献
が
存
す

る
。
こ
の
最
も
新
し
い
も
の
は
、
醍
醐
寺
蔵
妙
法
蓮
華
径
観
世
音
菩
薩
普
門
品

の
文
化
六
年
二
八
〇
九
）
書
写
の
畠
書
本
文
の
全
帖
に
角
筆
で
仮
名
や
漢
字

を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

八
十
二
点
を
時
代
別
に
分
け
て
見
る
と
、
平
安
初
期
が
六
点
、
平
安
中
期
が

二
十
四
点
、
平
安
後
期
九
点
、
院
政
期
五
点
、
鎌
倉
時
代
十
四
点
、
南
北
朝
時

代
二
点
、
室
町
時
代
九
点
、
江
戸
時
代
が
十
三
点
と
な
る
。
こ
の
う
ち
で
、
平

安
中
期
が
最
も
多
い
の
は
、
こ
の
時
期
が
最
も
よ
く
実
質
的
に
角
撃
の
用
い
ら

注
7

れ
た
こ
と
を
反
映
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
文
学
作
品
の
う
ち
、
笠
物
語
に
「
か

く
ひ
ち
」
　
（
角
撃
）
と
い
う
言
葉
と
、
そ
れ
を
使
っ
て
恋
文
の
和
歌
や
散
文
を

書
い
た
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
蛤
蛤
日
記
の
天
禄
三
年
（
九
七
二
）
八
月
の
日

記
に
、
角
筆
と
考
冬
ら
れ
る
用
具
で
和
歌
を
書
き
送
っ
た
と
い
う
記
事
が
あ

る
。
こ
の
二
作
品
と
も
、
成
立
や
そ
の
日
記
の
年
月
が
丁
度
こ
の
平
安
中
期
に

関
係
が
あ
る
の
も
、
偶
然
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

八
十
二
点
の
う
ち
、
漠
籍
に
角
撃
点
が
あ
る
も
の
は
、
十
七
点
で
あ
る
。
東

山
御
文
庫
・
岩
崎
文
庫
蔵
・
神
田
喜
一
郎
博
士
本
古
文
尚
書
を
始
め
と
し
て
、

平
安
中
期
を
中
心
に
狂
戸
時
代
に
及
ん
で
い
る
。
こ
の
う
ち
、
平
安
中
期
の
漢

注
8

籍
の
現
存
本
の
九
点
に
は
、
す
べ
て
角
筆
点
が
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

次
に
、
角
筆
文
献
の
図
書
と
し
て
の
内
容
を
見
る
と
、
漢
籍
や
仏
教
の
経
典

注
9

な
ど
の
訓
点
資
料
が
多
い
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
伊
勢
物
語
の
盲
写
本
の

行
間
に
そ
の
注
釈
な
ど
を
角
筆
で
書
入
れ
た
国
文
学
関
係
書
や
、
所
謂
、
古
文

書
の
類
に
も
入
る
よ
う
な
国
史
学
の
関
係
賓
も
見
ら
れ
る
。

更
に
、
角
筆
が
使
わ
れ
た
地
域
を
見
る
に
、
八
十
点
は
、
京
都
と
そ
の
近
辺

と
い
う
、
古
代
文
化
の
中
心
地
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
近
は

地
方
か
ら
も
角
筆
文
献
が
見
出
さ
れ
始
め
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、
国
吉
で
あ

り
、
伊
予
三
嶋
社
縁
起
室
町
後
期
写
本
の
角
筆
点
で
あ
る
。
こ
の
文
献
は
、
愛

媛
県
大
山
祇
神
社
に
現
蔵
し
、
こ
の
神
社
の
縁
起
を
墨
書
で
書
い
た
漢
文
の
行

間
に
角
筆
で
そ
の
訓
読
を
示
す
仮
名
が
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
神
社
の

縁
起
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
神
社
の
在
る
畜
戸
内
海
の
大
三
島
で
も
角
票
の
佼
わ

れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
見
ら
れ
る
。
も
う
一
つ
は
、
佐
賀
県
小
城
町
の
山
間

に
あ
る
、
岩
蔵
寺
と
い
う
、
天
台
宗
の
古
刹
に
伝
え
ら
れ
て
来
た
、
大
般
若
経

2
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で
あ
る
伊
現
状
は
大
形
の
折
本
菜
の
装
頓
で
、
五
百
九
十
帖
余
が
残
っ
て
い
る

が
、
そ
の
う
ち
の
四
百
九
帖
に
角
筆
の
文
字
や
絵
が
書
込
ま
れ
て
い
る
。
角
撃

は
、
四
百
九
指
の
巻
末
塁
廿
や
麦
託
な
ど
に
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
文
字
に

は
、
長
倉
時
代
の
文
永
十
年
（
一
二
七
三
）
か
ら
元
筏
三
年
二
三
三
一
）
に

至
嘘
紀
が
当
時
の
筆
路
で
記
さ
れ
、
又
、
寺
社
の
名
前
や
僧
侶
名
も
書
か
れ

て
い
る
。
寺
や
僧
侶
の
名
の
中
に
は
、
佐
賀
市
の
南
に
位
置
す
る
所
に
存
し
た

．
河
別
荘
″
と
い
う
荘
因
に
関
係
す
る
文
吉
に
出
て
来
る
も
の
が
あ
る
の
で
、

長
倉
時
代
に
、
こ
の
地
方
で
角
撃
が
使
わ
れ
た
こ
と
は
動
か
な
い
。
こ
れ
は
九

州
に
お
け
る
角
葦
文
献
の
算
1
号
で
あ
り
、
角
筆
文
献
が
全
国
的
に
用
い
ら
れ

て
い
た
と
考
え
る
方
向
づ
け
を
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
が
、
今
日
ま
で
に
得
ら
れ
た
、
角
筆
文
献
に
つ
い
て
の
概
要
で
あ
る
。

二
、
角
筆
文
献
の
分
類

角
筆
文
献
は
、
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
平
安
初
期
か
ら
江
戸
末
期
ま
で
と
い

う
長
い
時
期
に
わ
た
り
」
色
々
な
種
類
の
図
書
に
及
び
、
中
央
だ
け
で
な
く
地

方
に
も
広
が
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
多
種
多
様
な
文
献

を
、
一
括
り
に
し
て
一
律
に
扱
う
よ
う
な
こ
と
を
す
れ
ば
、
勢
い
雑
駁
な
見
方

と
な
り
、
本
質
が
見
え
て
来
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
角
撃
文
献
を
同
じ
性
格
の
も
の
を
集
め
て
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

類
と
七
に
観
察
し
た
上
で
、
そ
の
異
な
る
類
の
問
に
通
じ
て
見
出
せ
る
性
質
が

あ
れ
ば
、
そ
れ
を
考
え
る
こ
と
に
し
よ
う
と
思
う
。

角
撃
文
献
は
、
大
き
く
、
算
一
類
・
壁
一
類
・
第
三
類
の
三
つ
に
分
類
さ
れ

る
。算

一
類
は
、
漢
文
の
本
文
が
墨
書
で
書
か
れ
て
あ
る
も
の
に
、
角
撃
で
訓
点

が
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
文
献
で
あ
る
。
即
ち
、
角
筆
点
資
料
で
あ
る
。
．
但
し
、
′

角
筆
点
の
他
に
、
同
じ
書
物
に
自
損
や
失
点
な
ど
の
色
彩
の
訓
点
も
施
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、
い
わ
ば
こ
れ
ら
と
角
筆
点
と
が
同
居
し
て
い
る
文
献
で
あ

る
。
巻
頭
写
真
の
、
〔
第
l
類
〕
に
例
示
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
広
島
大

学
国
語
学
研
究
宝
蔵
蘇
悉
地
掲
羅
経
巻
中
院
政
初
期
写
本
で
示
せ
ば
、
写
真
二

行
目
の
「
カ
へ
シ
バ
タ
ル
」
の
仮
名
は
朱
点
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
仮
名
と
ヲ

コ
ト
点
と
が
全
巻
に
施
さ
れ
て
い
る
。
本
文
書
写
、
訓
点
書
入
れ
共
に
院
政
初

期
と
見
ら
れ
る
。
三
行
目
の
「
カ
へ
シ
ア
ラ
パ
ス
」
（
「
ス
」
は
「
爪
」
）
が
、

角
筆
で
書
か
れ
た
仮
名
で
あ
る
。
書
入
れ
ら
れ
た
時
期
は
、
失
点
と
ほ
ぼ
同
じ

頃
と
見
ら
れ
る
。

第
二
類
は
、
漢
文
の
本
文
が
墨
書
で
書
か
れ
て
あ
る
も
の
に
、
角
撃
で
訓
点

が
寄
入
れ
ら
れ
て
い
る
角
筆
点
資
料
で
あ
る
が
、
訓
点
は
角
撃
点
だ
け
で
あ
っ

て
、
白
点
や
朱
点
な
ど
の
色
彩
の
訓
点
が
同
居
し
て
い
な
い
文
献
で
あ
る
。
こ

れ
は
漫
然
と
見
る
と
、
訓
点
が
全
く
な
い
、
漢
文
だ
け
の
白
文
と
見
ら
れ
て
し

ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
。
事
実
、
こ
れ
ま
で
は
そ
う
し
て
見
逃
さ
れ
て
来
た
も
の

で
あ
る
。
複
製
本
に
な
る
と
一
層
見
逃
さ
れ
易
く
、
角
撃
の
凹
み
の
文
字
は
、

普
通
の
投
影
方
法
で
は
写
真
に
映
ら
な
い
の
で
、
単
な
る
白
文
の
文
献
と
同
じ

に
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
古
典
保
存
会
か
ら
複
製
公
刊
さ
れ
た
「
石
山
寺
蔵

注
1
1

漢
書
」
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

巻
頭
写
真
の
、
〔
第
二
類
〕
に
例
示
し
た
の
は
、
石
山
寺
蔵
の
沙
弥
十
戒
威

注
1
2

儀
経
の
塁
審
の
本
文
に
、
角
撃
の
訓
点
だ
け
が
書
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
行
目
「
念
」
の
右
傍
「
へ
わ
」
、
二
行
目
「
欲
」
の
右
傍
「
争
え
は
」
、
「
温
」

の
右
傍
丁
〔
布
」
、
三
行
目
「
己
」
の
右
傍
「
永
軟
」
な
ど
、
角
筆
の
仮
名
が

当
時
の
女
手
を
使
っ
て
雷
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
角
筆
の
ヲ
コ
ト
点
や
漢
字
の
書

入
れ
も
あ
る
。
本
文
は
平
安
中
期
（
十
世
紀
）
の
前
半
期
（
延
苔
「
天
暦
問
）

に
寄
か
れ
た
と
見
ら
れ
、
角
筆
点
も
同
期
の
書
入
れ
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
写
真



の
角
筆
点
は
、
一
方
か
ら
の
光
線
に
よ
り
特
別
な
方
法
で
撮
影
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
写
し
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
沙
弥
十
戒
威
儀
経
は
石
山
寺
一
切
経

の
一
つ
で
あ
り
、
他
の
石
山
寺
一
切
経
と
共
に
昭
和
三
十
年
に
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
折
の
調
査
報
告
書
に
は
角
筆
の
訓
点
0
こ
と
は
気

付
か
れ
な
か
っ
た
ら
し
く
全
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

第
三
類
は
、
漢
文
や
そ
の
訓
点
か
ら
全
く
離
れ
た
、
訓
点
資
料
と
は
関
係
の

な
い
角
筆
文
献
で
あ
る
。
白
い
紙
に
角
筆
で
文
字
を
書
い
た
文
献
が
主
と
な

る
。
こ
れ
こ
そ
泣
然
と
眺
め
る
な
ら
ば
、
単
な
る
白
い
紙
と
見
て
し
ま
う
お
そ

れ
の
大
き
い
も
の
で
あ
る
。

巻
頭
写
真
の
、
〔
鐸
三
類
〕
に
例
示
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
写
真
の
折
目

の
三
行
目
に
、
角
筆
で
「
西
」
「
大
」
「
寺
」
「
仙
」
「
尊
」
　
（
草
体
）
　
「
之
」
と
書

か
れ
た
文
字
が
見
ら
れ
る
。
地
の
行
に
も
角
筆
の
文
字
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
西

大
寺
蔵
文
殊
講
伽
陀
と
い
う
折
紙
一
通
の
墨
書
（
桃
山
時
代
書
写
）
　
の
、
紙
背

の
白
紙
の
面
に
、
角
筆
で
書
か
れ
た
文
字
で
あ
る
。
塁
吉
と
同
じ
筆
跡
で
あ
る

か
ら
、
同
じ
時
期
の
書
入
れ
と
見
ら
れ
る
。

笠
物
語
の
冒
頭
で
、
小
野
宝
が
「
か
く
ひ
ち
」
を
使
っ
て
、
異
母
妹
に
恋
文

を
書
い
て
送
っ
た
と
し
　
（
前
掲
、
注
7
）
、
又
、
蛤
蛤
日
記
の
中
で
、
大
和
守

女
が
道
綱
へ
の
返
歌
を
、
「
白
い
紙
に
物
の
先
し
て
苔
き
た
り
」
と
記
し
、
そ

の
跡
が
「
雪
の
白
浜
、
白
く
て
は
見
し
」
と
あ
っ
た
と
い
う
の
も
、
こ
う
い
う

類
の
も
の
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
白
い
紙
に
角
撃
だ
け
で
文
字
を

書
い
て
も
、
毛
筆
墨
書
の
場
合
と
異
な
っ
て
、
一
見
何
も
書
い
て
な
い
白
地
と

誤
認
さ
れ
易
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
も
の
が
白
紙
の
ま
ま
で
今
日
に

残
存
す
る
可
能
性
は
極
め
て
小
さ
く
、
墨
書
の
紙
背
と
か
、
本
の
表
紙
や
見
返

と
か
に
、
角
撃
で
書
か
れ
た
も
の
が
、
そ
の
墨
書
が
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
伴
っ

て
、
後
世
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
、
罪
一
類
か
ら
第
三
類
ま
で
の
角
筆
文
献
が
見
付
け
出
さ
れ
た
順
序

は
、
最
初
が
第
一
類
で
あ
り
、
次
い
で
第
二
類
、
更
に
第
三
類
と
な
る
。
最
初

は
、
罪
一
類
の
、
同
居
し
て
い
る
自
点
・
失
点
の
調
査
を
し
て
い
る
際
に
、
同

じ
雷
物
の
中
で
偶
ミ
角
筆
点
に
気
付
い
た
も
の
で
あ
る
。
次
い
で
、
第
二
類

は
、
そ
の
よ
う
な
、
一
見
白
文
と
見
紛
う
角
筆
点
資
料
の
存
在
を
予
想
し
て
か

ら
数
年
後
、
第
一
類
の
第
1
号
か
ら
は
十
年
後
に
第
二
類
の
実
物
を
石
山
寺
の

提
議
で
見
付
け
た
次
第
で
あ
る
。
算
二
類
が
見
付
け
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
、
次
い
で
涌
い
た
予
測
は
、
白
い
紙
に
角
筆
の
文
字
だ
け
を
書
い
た
第
三

類
の
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
を
探
し
始
め
て
か
ら
四
年
後
に
、
第
三
類
の
原
物
、

つ
ま
り
漢
文
の
訓
点
と
は
関
係
の
な
い
、
角
筆
の
文
字
だ
け
を
独
立
し
て
書
い

た
文
献
が
、
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

今
日
ま
で
に
見
付
け
ら
れ
た
角
撃
文
献
の
八
十
二
点
の
う
ち
、
算
一
類
が
六

十
八
点
、
第
二
類
が
七
点
、
算
三
類
も
七
点
で
あ
る
。
第
二
類
と
鰐
三
類
と
が

少
な
い
の
は
、
こ
れ
ら
に
気
付
い
た
時
期
が
遅
い
こ
と
と
、
筆
者
の
調
査
の
関

心
が
訓
点
資
料
に
強
く
あ
っ
た
こ
と
に
も
拠
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
は
、
こ
の

節
二
類
や
第
三
類
の
文
献
も
点
数
を
増
し
て
行
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

＝
「
角
筆
文
献
研
究
の
方
法

こ
こ
に
分
類
し
た
、
算
一
類
・
第
二
類
・
第
三
類
の
三
つ
の
類
は
、
単
に
見

付
け
ら
れ
た
段
階
の
差
を
示
す
だ
け
で
な
く
、
上
述
の
よ
う
な
文
献
資
料
と
し

て
の
質
の
異
な
り
を
反
映
す
る
と
共
に
、
特
に
、
角
筆
文
献
を
研
究
し
考
察
す

る
方
法
の
上
で
、
相
違
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
以
下
に
・

述
べ
て
み
る
。

4
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H
、
第
二
短
に
お
け
る
方
法

第
二
類
は
、
角
撃
点
が
自
点
・
失
点
な
ど
の
色
彩
の
訓
点
と
同
居
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
「
色
」
の
訓
点
と
角
筆
点
と
を
比
較
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
角
筆
点
の
性
格
を
知
る
手
掛
り
が
得
ら
れ
る
。

窮
二
類
は
、
更
に
竺
種
と
竺
一
種
と
に
分
か
れ
る
。
聖
経
は
、
「
色
」

の
訓
点
が
先
に
書
入
れ
ら
れ
・
そ
れ
を
参
看
し
た
上
で
、
角
箪
点
が
後
か
ら
寄

加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
竺
一
種
は
、
角
筆
点
が
先
ず
書
入
れ
ら
れ
て
あ

り
・
こ
れ
に
対
し
て
後
か
ら
「
色
」
の
訓
点
が
書
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
場
合
・
「
色
」
の
訓
点
は
、
角
筆
点
と
は
関
係
な
く
（
気
付
か
ず
に
）
吉

加
え
ら
れ
た
も
の
と
、
角
撃
点
を
な
ぞ
る
よ
う
に
し
て
書
加
え
ら
れ
た
も
の
と

が
あ
る
・
巻
頭
写
真
の
2
頁
の
石
山
寺
蔵
未
聞
持
法
応
和
頃
点
の
角
等
点
は
、

こ
の
堅
一
種
の
例
で
あ
っ
て
、
角
筆
の
仮
名
の
上
を
墨
書
で
な
ぞ
っ
た
も
の
で

あ
る
。算

一
類
の
角
筆
文
献
の
中
に
は
、
同
じ
書
物
が
、
第
一
種
と
第
二
種
と
を
併

せ
持
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
算
一
類
の
中
か
ら
、
算
一
種
と
第
二
種
と
を
併
せ
持
っ
て
い

る
・
神
田
本
白
氏
文
集
を
例
と
し
て
・
そ
の
方
法
を
話
題
と
す
る
。
神
田
吉
二

郎
博
士
蔵
の
白
氏
文
集
巻
彗
一
・
巻
第
四
の
二
巻
は
、
院
政
初
期
の
天
永
四
年

（
二
一
三
）
に
、
藤
原
式
家
の
文
章
博
士
茂
明
が
訓
点
を
書
入
れ
た
訓
点
資

料
と
し
て
著
名
で
あ
っ
て
、
古
典
保
存
会
の
複
製
本
を
通
し
て
、
国
語
史
上
の

諸
事
象
が
指
摘
さ
れ
て
来
た
こ
と
は
・
そ
の
例
を
枚
挙
す
る
に
遠
が
な
い
程
で

あ
る
。
所
が
、
こ
の
両
巻
と
も
に
、
全
巻
に
わ
た
っ
て
、
極
め
て
詳
し
く
濃
い

密
度
で
角
筆
の
仮
名
や
芦
点
や
合
符
・
合
点
や
抹
消
符
な
ど
が
書
入
れ
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

今
、
翌
日
と
、
角
筆
仮
名
と
の
関
係
を
、
翌
日
の
表
し
方
に
つ
い
て
見
て
み

る
（
角
撃
の
仮
名
は
「
　
」
（
角
）
で
示
す
。
そ
の
他
は
墨
書
仮
名
．
朱
ヲ
コ

ト
点
。
＊
印
は
角
肇
を
竺
一
次
轟
音
が
な
ぞ
っ
た
場
合
を
示
す
。
従
っ
て
＊
印

は
複
製
本
で
も
見
ら
れ
る
）
。

晶
r
…
（
角
〉
＊
（
巻
四
、
調
行
）

1
、
冗
　
員

r
富
ウ
ニ
角
）
＊

こ
の
例
は
、
巻
四
の
最
後
の
詩
「
採
詩
官
」
に
あ
る
字
句
で
、
無
駄
な
人
員
の

意
で
あ
る
U
こ
の
「
冗
」
の
字
音
を
表
す
の
に
、
墨
書
で
は
「
三
音
）
剰
」
と

所
謂
、
類
晋
（
同
音
と
も
）
の
漢
字
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
角

筆
で
は
「
シ
ョ
ウ
」
と
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
角
撃
の
仮
名
の

方
は
漢
字
の
左
傍
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
角
筆
は
墨
書
を
避
け
て
、

左
傍
や
、
右
傍
で
も
墨
書
の
な
い
所
に
書
入
れ
て
あ
る
。

神
田
本
白
氏
文
集
の
墨
書
に
は
、
算
一
次
に
書
入
れ
た
も
の
と
、
そ
れ
よ
り

後
か
ら
害
加
え
ら
れ
た
第
二
次
墨
書
と
が
あ
る
。
第
一
次
墨
書
は
、
右
掲
例
の

「
ミ
剰
」
が
こ
れ
で
あ
り
、
翌
日
を
書
表
す
の
に
、
仮
名
表
記
が
用
い
ら
れ
ず
、

反
切
も
し
く
は
類
昔
の
漢
字
表
記
で
あ
る
。

如
容
反

2
、
茸
ミ
　
（
巻
四
、
1
1
3
行
）

3
・
感
順
反
射
（
巻
三
、
甜
行
）

切
鵬
戊
女
（
巻
三
、
鈍
行
）
戒
軒
巻
四
、

1
7
6
行
）

2
は
閑
拗
音
、
3
は
合
翌
日
の
例
で
あ
る
。
3
の
例
の
「
玉
」
は
「
玉
憲
に
、

「
切
」
は
「
切
髄
」
の
略
称
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
国
大
陸
の
古
辞
書
や

親
書
な
ど
に
よ
っ
て
字
音
を
注
記
す
る
こ
と
は
、
古
文
尚
容
平
安
中
期
点
を
始

め
と
毎
、
漢
籍
の
訓
点
資
料
の
伝
統
的
な
表
記
方
式
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
工

て
、
角
筆
点
で
は
、
反
切
や
類
音
字
の
表
記
は
一
つ
も
塞
く
、
次
例
の
よ
う

に
、
「
㌣
持
瑠
記
で
あ
る
。
r
シ
ャ
ウ
委
狂
（
巻
≒
琶

4
、
耶
妓
0
（
角
・
平
潟
）
＊
（
巻
三
、
1
6
9
行
）
　
猫

t
h



「
撃
砕
（
角
｝
冨
三
、
晋
）
　
郷
　
貫
（
彗
一
読
行
）

r
キ
十
ウ
J
（
角
）

「
タ
ワ
ウ
」
（
角
）

5
・
似
レ
貸
0
（
角
・
平
二
巻
四
、
㍊
行
）
　
軋
聖
角
）
（
芸
、
拓
行
）

「
タ
エ
ツ
J
（
角
）

・
眉
血
．
（
巻
三
、
2
9
5
行
）

4
は
開
拗
音
、
5
は
合
拗
音
の
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
開
拗
音
・
合
拗
音
と

も
に
角
筆
で
は
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
い
て
、
墨
書
の
表
記
と
は
大
き
く
異
な
る

の
で
あ
る
。
角
撃
の
仮
名
表
記
の
例
に
＊
印
を
付
し
た
も
の
は
、
既
述
の
よ
う

に
、
好
筆
の
仮
名
の
上
か
ら
第
二
次
畠
轟
の
仮
名
が
こ
れ
を
な
ぞ
っ
て
い
る
こ

と
を
示
す
（
従
っ
て
＊
印
の
な
い
角
肇
の
仮
名
の
例
は
複
製
本
で
は
写
っ
て
い

な
い
か
ら
、
F
複
製
本
で
は
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
）
。
こ
の
第
二
次
墨
書

注
1
4

仮
名
は
、
仮
名
字
体
が
第
一
次
墨
書
仮
名
に
通
ず
る
の
で
、
同
人
の
手
と
見
ら

れ
る
が
、
筆
致
や
墨
色
が
異
な
っ
て
い
る
。

第
一
次
墨
書
と
角
筆
と
、
第
二
次
墨
書
と
の
書
入
れ
の
順
序
は
、
先
ず
第
一

次
墨
書
が
吉
か
れ
、
次
に
角
筆
が
こ
れ
を
避
け
る
よ
う
に
し
て
容
入
れ
ら
れ
、

最
後
に
第
二
次
墨
書
が
、
角
撃
仮
名
を
上
か
ら
な
ぞ
る
よ
う
に
し
て
容
加
え
ら

れ
て
・
い
る
リ
そ
の
根
拠
は
次
の
三
つ
の
原
則
か
ら
導
か
れ
る
。
・

第
一
原
則
－
角
筆
の
仮
名
は
、
第
一
次
墨
書
と
は
重
な
ら
ず
、
こ
れ
を
避

け
て
雷
か
れ
て
い
る
。

第
二
原
則
－
第
一
次
墨
書
に
異
訓
が
二
つ
以
上
併
記
さ
れ
て
い
る
場
合
、

．
そ
の
一
つ
に
角
撃
で
合
点
を
附
す
こ
と
が
あ
る
。

算
三
原
則
－
第
二
次
墨
書
は
、
角
馨
を
な
ぞ
っ
て
い
る
か
ら
、
当
然
、
角

筆
と
重
な
り
、
字
体
・
訓
法
も
一
致
す
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
角
筆
は
、
罪
一
次
昌
筈
を
明
ら
か
に
意
識
し
て
、
こ
れ
と
は

異
な
る
訓
読
を
書
入
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
又
、
第
二
次
畠
密

が
角
撃
を
な
ぞ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
川
墨
色
が
角
筆
の
凹
み
の
た
め
に

掠
れ
た
り
し
、
て
い
る
こ
と
、
∽
窮
二
次
墨
書
が
角
撃
の
仮
名
・
合
点
等
を
な
ぞ

る
際
に
、
合
点
の
み
を
な
ぞ
っ
て
、
合
点
さ
れ
て
い
る
角
筆
の
仮
名
や
合
符
を

な
ぞ
り
忘
れ
た
為
に
、
古
典
保
存
会
の
複
製
本
で
見
る
と
、
墨
書
の
合
点
だ
け

が
あ
っ
て
、
合
点
さ
れ
た
筈
鞄
の
が
写
っ
て
い
な
い
と
い
う
、
二
見
奇
妙
な
現

象
を
呈
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
分
る
。
そ
こ
に
は
、
角
筆
の
合
点

と
合
点
さ
れ
た
訓
点
と
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
角
撃
の
仮
名

な
ど
の
中
に
は
、
壁
一
次
墨
書
が
そ
の
上
か
ら
な
ぞ
っ
た
為
に
、
複
製
本
に
写

さ
れ
て
そ
の
訓
法
が
既
に
知
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
第
二
次
畠
密
が
な

ぞ
ら
な
い
も
の
も
多
く
、
従
っ
て
複
製
本
に
は
全
く
映
っ
て
い
な
い
も
の
も
少

な
く
な
い
′
の
で
あ
る
。

神
田
本
白
氏
文
集
の
算
一
次
墨
書
と
、
角
撃
と
の
関
係
を
、
次
に
、
鼻
音
m

と
n
と
の
表
記
に

ウ
▲
ナ
ハ

5
⑦
生
（
巻
三
、

カ
タ
▲
ス

固
（
巻
三
、

ム
ス
ム
て

結
（
巻
三
、

つ
い
て
見
る
。
5
の
例
は
罪
一
次
墨
書
で
あ
る
U

㊥
何
（
巻
三
、

ナ
ン
ト
モ

イ
ツ
タ
ソ

安
（
巻
四
、

別
行
）

2
5
6
行
l
）

1
9
2
行
）

瀾
行
）

親
行
）

ス
ヽ
ム
て

前
（
巻
四
、
4
8
行
）

ノ
ム
て

飲
（
巻
四
、
2
6
9
行
）

’
▲

㊦
貪
l
虜
．
（
巻
三
、
2
3
行
） ノ

▲

ト
喉
（
巻
三
、
m
行
）

イ
ン
シ

去
l
年
（
巻
四
、
1
3
6
行
）

ノ
つ
・
カ
ソ

姦
l
何
（
巻
四
、
6
3
行
）

シ

▲

サ

タ

参
l
錯
（
巻
三
、
7
6
行
）

カ

▲

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

’

▲

別
行
）
　
監
－
軍
（
巻
四
、
5
3
行
）
　
毯
（
巻
四
、

ナ
ヽ
▲
ト
ス

欲
　
（
巻
三
、
即
行
）

t
▲

李
如
退
（
巻
三
、

1
u
行
）

’

ン

シ

て

　

　

　

　

　

　

　

◆

ン

㊤
断
（
竺
二
、
3
1
行
）
　
杏
輪
（
巻
三
、
四
行
）
　
斑
l
短
（
巷
四
、
1
7
5
行
）

’
ン

ナ
ン軽

水
（
巻
四
、
2
6
1
行
）

①
㊥
は
和
語
の
音
便
を
麦
記
し
た
例
で
あ
る
：
て
の
う
ち
、
⑦
は
「
ウ
ム
デ
」

「
ス
、
ム
デ
」
「
ノ
ム
デ
」
「
カ
タ
ム
ズ
」
の
よ
う
に
マ
行
の
、
、
、
が
致
音
任
と
な

っ
た
も
の
、
「
ム
ス
ム
デ
」
の
よ
う
に
バ
行
の
ど
が
撥
音
便
と
な
っ
た
活
用
語
㍉
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及
び
「
ノ
ム
ド
」
（
－
ノ
ミ
ト
）
の
名
詞
の
例
で
、
総
計
十
七
例
が
す
べ
て
「
ム
」

と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
㊥
は
．
「
ナ
ン
ト
モ
」
「
イ
ン
ジ
」
の

よ
う
に
ナ
行
の
こ
が
損
音
便
と
な
り
「
ソ
」
で
麦
記
さ
れ
た
も
の
、
「
イ
ヅ
ク

ゾ
」
「
イ
カ
ゾ
」
の
よ
う
に
二
が
翌
日
便
と
な
っ
た
り
「
ナ
、
ム
ト
ス
」
の
よ

う
に
ラ
行
の
り
が
持
音
便
と
な
っ
た
も
の
を
無
表
記
と
し
た
例
で
、
十
例
を

ヽ
l
ノ

数
え
る
。
「
ム
」
表
記
の
音
便
は
、
晋
伍
が
そ
の
成
立
か
ら
見
て
m
と
推
定
さ

〔

〕

れ
・
「
ン
」
表
記
・
蒋
表
記
の
音
便
は
、
音
伍
が
そ
の
成
立
か
ら
見
て
n
と
推

′
l
ヽ

定
さ
れ
る
。
第
一
次
墨
吉
で
は
、
こ
の
二
つ
の
損
晋
を
表
記
上
、
例
外
な
く
区

別
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

㊦
と
㊤
と
は
漠
字
音
の
琶
尾
に
m
や
n
を
持
つ
例
で
あ
る
。
㊦
は
「
貪
」
「
監
」

’

▲

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

▲

　

t

▲

「
毯
」
の
よ
う
に
成
摂
に
屈
し
た
り
、
「
参
」
「
退
」
の
よ
う
に
深
摂
に
属
し
た

年
す
る
字
で
あ
り
、
そ
の
琶
尾
は
可
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
を
す
べ
て
「
ム
」
で

〔

’

ン

　

，

ン

　

サ

ン

麦
記
し
て
い
る
。
㊤
は
「
断
」
「
短
」
「
泣
」
の
よ
．
う
に
山
摂
に
属
し
た
り
、

ヰ

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

〕

「
斎
」
の
よ
う
に
珪
摂
に
屈
し
た
け
す
る
字
で
あ
り
、
そ
の
韻
尾
は
n
と
見
ら

〔

れ
る
。
．
こ
れ
を
す
べ
て
「
ン
」
で
表
記
し
て
い
る
。
漠
字
音
の
場
合
で
も
、
第

一
次
墨
書
は
、
こ
の
二
種
の
鼻
音
を
、
表
記
上
、
例
外
な
く
区
別
し
て
い
る
の

で
．
あ
る
。

平
安
時
代
に
お
い
て
、
こ
の
二
種
の
鼻
音
が
区
別
せ
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

注
1
6

は
、
l
中
田
祝
夫
博
士
の
高
論
が
あ
る
・
璽
次
塁
に
お
け
る
こ
．
の
よ
う
な
区

別
の
状
況
は
、
院
政
初
期
に
お
け
る
l
般
的
な
事
象
と
し
て
、
そ
の
指
摘
さ
れ

た
所
に
艮
く
通
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
角
筆
の
仮
名
の
方
は
、

「
バ
ツ
セ
ム
J
（
角
）

6
、
鉢
悶
　
布
（
巻
三
、
－
2
1
3
行
）
（
「
ハ
ツ
」
の
み
第
二
次
墨
書
か
な
ぞ
る
）

「
鮎
威
聖
（
角
）
（
賀
田
行
二
聖
テ
）
」
（
角
）
＊
（
空
・
m
斤
）

の
「
バ
ツ
セ
ム
　
（
ホ
）
」
の
「
セ
ム
」
の
よ
う
に
区
別
が
乱
れ
て
い
る
。
「
閏
」
一

は
山
摂
に
屈
す
る
字
で
あ
る
か
ら
、
区
別
す
る
と
す
れ
ば
「
セ
ン
l
」
と
表
記
す

べ
き
も
の
で
あ
る
。
角
筆
の
仮
名
が
全
部
、
区
別
が
な
い
れ
け
で
は
な
く
、

ハ

ン

コ

ン

　

　

　

　

．

1

’

ム

チ

「
反
賓
」
や
、
音
便
「
傷
」
の
よ
う
に
区
別
の
原
則
に
合
う
も
の
も
あ
る
が
、
算

一
次
墨
署
が
す
べ
て
区
別
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
角
撃
の
方
は
、
既
に
乱

れ
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

潮
田
本
臼
氏
文
儀
の
第
一
次
畠
要
と
、
角
筆
と
の
関
係
を
、
彗
一
番
目
の
問

題
と
し
て
、
漠
字
音
の
唇
内
入
声
草
の
表
記
に
つ
い
て
見
て
み
る
。

7
、
鞄
㍉
読
″
言
藷
（
巻
四
、
㍑
行
）

「
チ
ッ
二
角
）
．

右
の
例
は
、
巻
四
の
「
裏
書
了
」
の
中
の
語
句
で
あ
る
。
餞
舌
の
意
味
の
「
喋
」

は
、
葉
嶺
字
で
あ
る
か
ら
、
唇
内
入
声
音
と
し
て
字
音
仮
名
遣
で
は
「
テ
フ
」

と
表
記
さ
れ
る
字
で
あ
る
。
第
一
次
墨
苔
は
、
「
ミ
（
音
）
帖
」
と
類
音
字
で
表

記
し
て
い
る
が
、
角
撃
で
は
仮
名
の
「
テ
叫
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

「
喋
γ
こ
の
下
位
字
の
「
テ
フ
」
の
「
テ
」
が
無
声
子
音
で
あ
り
、
こ
れ
に
続

け
て
発
音
す
る
際
に
、
上
位
字
の
「
テ
フ
」
▼
の
入
声
晋
が
促
音
化
し
た
こ
と
を

示
す
表
記
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
例
は
、
そ
の
事
象
の
早
い
例
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
角
撃
の
仮
名
は
、
．
多
く
が
第
二
次
墨
書
で
な
ぞ
っ
て
い
な
い
か
ら

「
特
に
巻
四
に
お
い
て
著
し
い
－
、
古
典
保
存
会
の
複
製
本
で
は
全
く
映

っ
七
い
な
い
。
従
っ
て
、
神
田
本
白
氏
文
集
の
訓
点
を
国
語
史
の
資
料
と
す
る

場
合
に
は
、
複
製
本
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
使
い
も
の
に
な
り
難
い
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。

神
田
本
臼
氏
文
集
の
角
筆
の
書
入
れ
は
、
こ
の
他
に
、
そ
れ
が
藤
原
茂
明
の

式
家
の
家
説
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
と
か
、
罪
一
次
墨

書
と
第
二
次
墨
書
と
の
弁
別
に
役
立
つ
と
か
、
種
々
の
効
用
を
持
っ
て
い
る
が
、
7

こ
こ
で
は
筋
か
ら
外
れ
る
の
で
省
筆
す
る
。



以
上
の
よ
う
に
し
て
、
角
筆
文
献
の
欝
一
類
は
、
同
じ
書
物
に
同
居
す
る
、

「
色
」
の
訓
点
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
角
撃
で
容
か
れ
た
も
の
の
性
格

を
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
性
格
と
し
て
組
め
ら
れ
る
か

は
、
後
述
す
る
。

臼
、
第
二
類
に
お
け
る
方
法

第
二
類
は
、
角
筆
点
だ
け
が
書
入
れ
ら
れ
た
文
献
で
あ
る
。
軍
一
類
の
文
献

は
、
同
じ
書
物
の
中
で
「
色
」
で
施
さ
れ
た
他
種
の
訓
点
と
比
較
す
る
よ
う
な

こ
と
は
出
来
な
い
。
し
か
し
、
角
撃
点
は
、
漢
文
に
対
す
る
訓
点
で
あ
る
か

ら
、
「
訓
点
」
　
で
あ
る
と
い
う
制
約
を
、
こ
の
第
二
類
の
文
献
は
常
に
受
け
て

い
る
。
従
っ
て
、
同
種
の
訓
点
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
角
筆
点
の
特
性

を
知
る
手
掛
り
が
得
ら
れ
る
。

第
二
類
の
中
か
ら
、
巻
頭
写
真
に
も
抱
げ
た
、
石
山
寺
蔵
沙
弥
十
戒
威
儀
経

平
安
中
期
角
筆
点
の
平
仮
名
を
例
と
す
る
。
こ
の
沙
弥
十
戒
威
儀
経
に
は
、
ヲ

注
1
7

コ
ト
点
に
「
乙
点
図
」
（
以
下
、
私
に
「
慈
覚
大
師
点
」
の
名
称
を
用
い
る
）

が
使
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
慈
覚
大
師
点
を
使
っ
た
訓
点
資
料
は
、
平
安
中
期
の
十
世
紀
だ
け
に
偏

離
現
在
十
八
点
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
別
に
述
べ
た
所
で

あ
る
。
当
時
は
ヲ
コ
ト
点
や
仮
名
字
体
が
訓
点
資
料
ご
と
に
未
だ
流
動
的
で
あ

っ
た
が
、
慈
覚
大
師
点
の
訓
点
資
料
は
、
ヲ
コ
ト
点
も
仮
名
字
体
も
殆
ど
一
致

し
て
い
る
。
そ
の
仮
名
字
体
は
、
後
に
詳
し
く
述
べ
る
よ
う
に
、
省
画
体
の
片

仮
名
　
－
　
し
か
も
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
だ
け
特
有
の
字
体
を
多
く
持
つ
仮
名
体
系

－
　
を
主
と
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
中
で
、
沙
弥
威
儀
経
の
角
筆
点
は
、
慈
覚

大
師
点
特
有
の
片
仮
名
字
体
も
少
し
は
用
い
て
い
る
が
、
大
部
分
は
平
仮
名

－
　
当
時
は
女
手
と
言
う
　
－
　
を
主
に
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
角

筆
を
使
っ
た
こ
と
と
密
接
な
関
連
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
後
に
具
体
的
に
述
べ

る
こ
と
に
す
る
。

臼
、
第
三
類
に
お
け
る
方
法

第
三
類
は
、
漢
文
の
訓
点
か
ら
全
く
離
れ
た
、
訓
点
資
料
と
は
関
係
の
な
い

文
献
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
方
法
も
訓
点
と
の
比
較
で
は
成
り
立
た
な
い
。

第
三
類
は
、
更
に
算
一
種
と
野
一
種
と
に
分
け
ら
れ
る
。
算
一
種
は
、
伊
勢

物
語
の
鎌
倉
時
代
の
古
写
本
に
、
角
筆
で
以
て
そ
の
注
釈
を
鼻
容
本
文
の
行
間

や
字
面
に
書
込
ん
だ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
漢
文
の
訓
点
と
は
無
関
係
で
あ
る

が
、
平
仮
名
な
ど
墨
書
本
文
に
基
い
て
そ
れ
に
角
撃
を
睾
入
れ
た
類
の
も
の
で

あ
る
。
石
塚
晴
通
氏
の
教
示
に
よ
る
と
、
小
川
広
巳
氏
蔵
伊
勢
物
語
は
伝
為
柏

撃
と
さ
れ
る
鎌
倉
後
期
の
容
写
本
で
、
こ
の
墨
書
の
平
仮
名
文
の
本
文
の
行
間

に
、
角
筆
を
使
っ
て
、
歌
の
詠
手
を
示
す
文
字
や
、
意
味
の
注
を
容
入
れ
た

り
、
音
便
を
示
し
た
り
、
淘
点
を
付
し
て
「
み
ず
い
じ
ん
」
な
ど
読
み
方
を
示

し
た
り
、
段
落
の
切
れ
目
を
示
し
た
り
す
る
、
い
わ
ば
注
釈
が
吉
入
れ
ら
れ
て

い
る
。
一
体
、
古
典
の
注
釈
に
は
、
定
家
の
源
氏
奥
人
の
よ
う
に
被
注
語
句
を

別
に
抜
出
し
て
一
書
を
為
す
仕
方
と
、
田
昭
の
古
今
集
注
の
よ
う
に
、
古
今
和

歌
集
の
古
写
本
の
本
文
そ
の
も
の
に
そ
の
行
間
や
欄
外
に
直
接
に
書
入
れ
る
仕

方
と
が
あ
る
が
、
角
撃
の
注
釈
は
こ
の
古
今
集
注
の
よ
う
な
注
釈
史
の
流
れ
の

申
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
特
質
を
示
す

か
を
検
討
す
る
こ
と
が
l
つ
の
課
題
と
な
る
が
、
何
よ
り
も
、
今
後
は
古
臭
の

古
写
本
そ
の
も
の
に
角
撃
の
注
釈
が
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
見
直
し

の
総
点
検
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

夢
二
類
の
第
二
種
は
、
白
い
託
に
角
筆
だ
け
の
文
字
が
存
す
る
文
献
で
あ

る
。
巻
頭
写
真
の
「
西
大
寺
仙
尊
之
」
と
書
か
れ
た
類
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
佐

賀
県
の
岩
蔵
寺
蔵
醍
般
若
経
に
容
入
れ
ら
れ
た
角
撃
の
文
字
を
例
と
す
る
。

こ
れ
は
最
近
調
査
し
た
新
資
料
で
あ
り
、
先
述
の
よ
う
に
、
角
筆
は
四
百
九
帖

8
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と
い
う
多
丑
の
巻
に
容
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
太
文
は
宋
版
の
い
わ
ゆ
る
思
渓
版

で
あ
り
、
そ
の
巻
末
の
白
紙
雷
分
〒
度
奥
書
を
省
く
箇
所
な
ど
）
や
前
表

震
・
裏
表
浩
な
ど
に
角
筆
を
以
て
、
漢
字
や
平
仮
名
や
梵
字
等
の
文
字
が
書
入

れ
ら
れ
、
又
、
動
植
物
や
人
物
等
の
絵
が
恰
も
「
鳥
獣
戯
画
」
を
思
わ
せ
る
よ

注
2
0

う
な
筆
致
の
風
俗
画
様
の
絵
も
容
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
角
肇
の
文
字
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

①
（
竺
l
百
十
l
一
・
奥
至
「
元
亨
元
年
八
月
廿
九
日
芋
加
賀
房
尊
賢
哲
（
角

書
）

◎
（
竺
一
百
二
十
五
、
奥
至
「
明
星
寺
住
人
加
賀
房
等
賢
之
」
（
角
至

㊥
（
竺
l
百
四
十
一
、
後
考
整
「
応
長
二
年
三
月
十
七
日
僧
禅
与
（
花
押
）
／

臆
申
西
に
ゆ
く
処
」
（
角
至

④
（
巻
四
百
七
十
二
、
後
麦
整
「
け
ん
け
ん
（
堅
至
毎
八
月
十
四
日
」
（
角
至

⑤
（
巻
四
百
九
十
一
、
奥
至
「
永
仁
五
年
九
月
一
日
明
星
寺
式
部
房
朝
覚
（
花

押
）
」
（
角
至

（
　
〃
　
　
　
後
表
竪
「
奉
転
読
大
般
若
」
（
角
書
）

⑥⑦㊥

（
巻
百
四
十
九
、
前
表
紙
）
「
円
座
之
読
詞
大
般
若
経
也
」
（
角
至

（
巻
百
四
十
八
、
後
五
里
「
椿
官
之
大
般
若
経
也
」
（
角
至

（
巻
五
百
三
十
二
、
後
麦
整
「
性
放
　
心
覚
寂
　
風
春
也
」
（
角
至

こ
の
よ
う
に
、
奥
書
等
に
、
年
月
日
や
尊
名
・
僧
名
等
が
角
撃
で
多
数
書
入
れ

ら
れ
て
い
る
0
年
紀
は
、
文
永
十
年
（
一
二
七
三
）
か
ら
元
徳
三
年
二
三
三

こ
の
丁
度
鎌
倉
時
代
末
ま
で
の
、
建
治
・
弘
安
・
永
仁
・
乾
元
・
延
慶
・
正

和
二
元
亨
の
年
月
日
が
二
十
一
箇
所
、
そ
れ
ぞ
れ
当
時
の
筆
跡
で
書
か
れ
て
い

る
。
僧
の
名
は
、
①
㊥
の
尊
賢
や
㊥
の
禅
与
、
⑤
の
朝
覚
、
⑧
の
性
厳
や
心
覚

な
ど
計
五
十
数
名
が
数
え
ら
れ
、
そ
の
中
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
筆
花
押
も
角
筆

で
書
か
れ
て
い
る
。
寺
名
に
は
㊥
の
「
明
星
寺
」
の
他
、
「
福
溝
（
寺
）
」
「
円

明
（
寺
）
」
が
あ
り
、
神
社
名
に
は
、
⑦
の
「
椿
官
」
の
他
、
「
椿
八
幡
大
井
」

（
？
）

「
椿
初
官
」
「
隆
推
大
明
神
」
な
ど
が
あ
る
。
又
、
⑥
の
よ
う
に
大
般
若
経
を
読

謁
し
た
と
か
「
奉
転
読
大
般
若
」
（
巻
四
百
九
十
こ
と
か
、
こ
の
大
般
若
経
に

関
す
る
苫
入
れ
や
、
◎
の
「
厩
申
、
酉
に
ゆ
く
処
」
の
よ
う
な
、
漢
字
平
仮
名

交
り
（
草
体
）
の
呪
文
が
三
十
七
帖
に
わ
た
っ
て
吉
入
れ
ら
れ
た
り
、
⑧
の

「
心
党
寂
、
風
春
也
」
の
よ
う
な
党
賓
や
所
懐
の
よ
う
な
も
の
が
、
他
に
も
「
風

円
（
墨
か
）
／
心
党
」
（
巻
吾
三
十
五
）
、
「
月
明
（
票
誓
（
巻
百
五
十
四
）
、

「
児
尻
砥
」
（
巷
百
七
十
一
）
、
「
成
月
木
」
（
巻
三
百
四
十
九
）
等
の
よ
う
に
吉

入
れ
ら
れ
て
い
る
。
「
き
ゑ
ゆ
く
」
の
よ
う
な
平
仮
名
の
語
句
や
文
ら
し
い
も

の
も
多
い
が
、
現
段
階
で
は
殆
ど
読
み
解
け
て
い
な
い
。
こ
の
経
典
は
大
般
若

転
読
に
実
際
に
用
い
ら
れ
た
も
の
ら
し
く
、
厚
手
の
表
紙
が
手
垢
に
ま
み
れ
て

い
て
、
そ
の
表
紙
に
書
か
れ
た
角
筆
の
文
字
が
極
め
て
読
み
難
く
な
っ
て
い
る

も
の
が
多
い
。

寺
名
や
僧
名
の
中
に
は
、
こ
の
地
方
の
高
城
寺
文
吉
に
載
っ
て
い
る
「
河
副

律
巌
絹
報
轟
絹
摘
録
鍼
㌍
㍗
も
の
が

備
前
前
司
入
道
酬
矧
／
宛
行
恵
光
坊
尊
然
所
／
肥
前
国
河
馴
甜
極
楽
寺
別
当

撒
事

右
、
任
去
弘
安
三
年
十
月
五
日
法
橋
矧
等
l
譲
状
、
領
知
本
免
有
限
／
寺
役
修

造
、
無
悌
怠
令
勒
仕
、
可
披
致
公
家
武
家
初
祈
再
思
之
状
如
件
／
正
応
三
年

九
月
十
五
日
　
沙
弥
在
判

と
あ
る
備
前
前
司
妙
性
が
、
墾
二
百
五
十
に
角
撃
で
「
妙
性
円
明
（
寺
）
凡
夫
」

と
書
入
れ
た
も
の
と
、
場
所
も
年
代
も
合
っ
て
い
る
。
又
、
巻
五
百
七
十
一
の

「
明
等
」
が
こ
う
読
ま
れ
る
な
ら
ば
、
右
の
文
書
中
の
「
法
橋
明
等
」
と
も
閑
　
9

係
し
、
同
一
文
書
中
に
、
関
係
僧
名
が
二
人
も
出
て
来
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ



る
。
又
、
巻
四
百
八
十
七
後
喝
の
「
執
身
艮
昌
／
元
徳
二
年
三
月
四
日

［
〓
］
」
の
角
書
も
、
東
妙
寺
文
書
の
「
安
達
時
顕
裁
許
状
写
」
に
」
「
肥
前
国
東

妙
寺
知
事
艮
矧
申
、
小
城
郡
西
方
諸
田
名
内
田
地
壱
町
㌣
事
、
如
元
、
為
阿

弥
陀
経
免
田
、
可
令
領
掌
之
状
如
件
／
文
保
三
年
正
月
升
目
　
秋
田
城
介
（
花

押
）
」
と
あ
る
「
知
事
艮
円
」
と
、
場
所
も
時
代
も
合
っ
て
い
る
。

．
従
っ
て
、
大
般
若
経
に
書
入
れ
ら
れ
た
角
筆
の
文
字
は
、
鎌
倉
中
期
か
ら
後

期
に
お
け
る
佐
賀
と
い
う
地
方
史
資
料
と
し
て
も
、
当
時
の
こ
の
地
方
の
数
少

な
い
資
料
を
補
う
も
の
と
し
て
、
又
、
大
般
若
経
の
転
読
・
読
詞
の
実
態
を
窺

う
具
体
的
な
資
料
と
し
て
も
注
目
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
角
撃
で

書
入
れ
ら
れ
た
文
字
に
よ
っ
て
、
時
代
や
場
所
や
人
物
が
判
っ
て
来
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
・
更
に
、
そ
こ
に
用
い
ら
れ
た
言
葉
の
面
で
も
新
し
い
資
料
が
得
ら
れ

る
。
先
指
の
「
け
ん
げ
ん
」
と
い
う
年
号
が
平
仮
名
（
変
体
仮
名
）
　
で
睾
か
れ

ぐ
且
ん

て
い
る
の
も
、
「
乾
元
」
を
表
し
て
い
る
か
ら
、
合
拗
音
の
「
元
」
を
直
音
の

「
げ
」
と
し
た
例
と
し
て
、
晋
缶
史
の
一
資
料
と
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
角
筆
文
献
の
分
類
が
、
そ
の
考
察
の
方
法
の
上
に
関
連
し
て
い
る
こ

と
を
述
べ
て
み
た
。

四
、
角
筆
文
献
の
言
語
の
性
格

次
に
、
こ
れ
ら
の
分
類
の
作
業
の
問
に
窺
わ
れ
た
、
角
撃
文
献
の
言
葉
の
性

格
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
こ
こ
で
は
、
国
語
の
研
究
資
料
と
し
て
見
た
場

合
、
角
撃
文
献
が
ど
ん
な
価
値
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
と

な
る
。一

体
、
角
筆
で
吉
か
れ
た
文
字
と
い
う
も
の
は
、
毛
筆
で
白
色
に
寄
か
れ
た

文
字
に
比
べ
て
み
る
と
、
色
彩
で
は
な
く
凹
み
で
あ
る
か
ら
、
目
立
ち
欺
い
こ

と
に
特
性
が
あ
る
。
従
っ
て
、
毛
筆
の
文
字
が
長
く
保
存
さ
れ
た
り
、
証
拠
と

し
て
残
さ
れ
た
り
す
る
意
図
で
書
か
れ
る
の
に
対
し
て
、
角
筆
の
文
字
は
一
時

的
で
あ
り
、
▼
メ
▼
モ
的
で
あ
る
リ
毛
筆
が
公
的
な
用
を
持
つ
の
に
対
し
て
！
角
撃

は
私
的
な
性
格
が
強
い
。
い
わ
ば
、
毛
筆
が
「
晴
れ
」
の
文
字
と
す
れ
ば
、
．
角

筆
は
「
裏
」
の
文
字
で
あ
る
。

又
、
算
三
者
へ
の
伝
達
と
い
う
点
か
ら
見
る
と
、
角
撃
は
、
原
則
と
し
て
そ

の
職
能
を
期
待
出
来
ず
、
伝
達
さ
れ
る
相
手
は
、
主
に
角
撃
を
使
っ
た
自
分
自

身
で
あ
る
。

角
筆
の
こ
の
よ
う
な
特
性
が
、
そ
の
言
語
面
に
現
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
毛

筆
の
文
献
で
は
、
文
字
表
現
す
る
に
当
り
、
そ
の
定
ま
っ
た
言
語
上
の
慣
習
や

伝
統
に
伴
う
き
ま
り
が
、
そ
の
表
現
を
大
き
く
制
約
し
て
来
る
が
、
角
筆
の
文

献
で
は
、
文
字
表
現
で
あ
る
以
上
、
何
ら
か
の
制
約
は
あ
る
重
の
の
、
そ
の
慣

習
や
き
ま
り
の
埠
外
に
あ
る
事
象
や
、
毛
筆
の
文
献
で
は
未
だ
現
れ
難
い
よ
う

な
言
葉
道
が
、
角
筆
な
る
が
故
に
早
く
も
現
れ
る
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
よ
う

な
事
柄
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
疑
問
な
の
は
、
毛
筆
が
あ
る
の
に
何
故
、
角
筆
の
よ
う
な

も
の
を
使
．
っ
．
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
明
解
な
答
え
は

未
だ
用
意
出
来
て
い
な
い
が
、
考
え
ら
れ
る
こ
と
の
一
つ
は
、
奈
良
時
代
以
前

へ
ら

に
、
土
器
の
模
様
や
壁
画
の
下
絵
に
、
箆
の
凹
み
が
使
わ
れ
た
こ
と
で
ぁ
る
。

考
古
学
で
は
、
跡
文
と
呼
ん
で
土
器
の
内
側
に
か
す
か
な
凹
み
で
槙
儀
を
付
け

注
2
3

る
方
式
が
六
世
紀
の
も
の
に
既
に
あ
っ
た
と
い
う
。
又
、
絵
国
史
に
よ
る
と
、

古
代
絵
画
に
お
け
る
下
絵
の
技
法
の
一
に
捻
託
に
よ
る
方
法
が
あ
り
、
下
絵
を

描
い
た
紙
の
裏
面
に
木
炭
な
ど
の
形
附
粉
を
塗
り
、
画
面
に
あ
て
て
表
か
ら
箆

な
ど
を
以
て
描
線
を
な
ぞ
り
下
絵
を
画
面
に
記
す
こ
と
が
、
法
隆
寺
金
堂
壁
画

垣
畏
壁
画
や
巣
山
寺
八
角
堂
天
井
画
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
ら
し
い
と
い

う
。
こ
の
よ
う
な
方
法
と
、
文
字
を
習
い
た
角
筆
と
か
関
係
が
あ
っ
た
か
ど
う

01
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か
分
ら
な
い
が
、
若
し
関
係
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
古
代
の
「
掻
く
」
（
「
書
く
」

の
話
芸
と
い
う
）
と
い
う
方
式
が
残
存
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
考
え
ら

れ
る
こ
と
の
二
つ
日
は
、
罰
点
記
入
の
用
具
と
し
て
角
筆
が
考
案
さ
れ
、
そ
の

任
用
持
田
が
拡
大
し
て
、
訓
点
以
外
に
も
広
が
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
角
筆
の
特
性
が
、
言
語
の
面
に
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
現

象
と
し
て
現
れ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
に
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
特
色
を
見
出

し
う
る
の
か
。
こ
の
こ
と
を
、
以
下
に
三
つ
の
面
か
ら
考
え
て
み
よ
う
と
思
う
。

そ
の
第
一
は
、
〝
毛
筆
の
慣
習
や
伝
統
に
よ
る
き
ま
り
の
埠
外
に
あ
る
言
語

事
象
が
、
角
筆
の
文
字
に
現
れ
る
″
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．

こ
れ
を
文
字
表
記
の
面
か
ら
具
体
的
に
見
て
み
る
。
先
に
分
類
の
折
に
取
上

げ
た
、
沙
弥
十
戒
威
儀
経
平
安
中
期
角
筆
点
を
例
と
す
る
。
こ
の
角
撃
点
の
仮

名
字
体
は
、
第
l
図
の
よ
う
に
帰
納
せ
ら
れ
る
。
一
見
し
て
女
手
の
多
い
こ
と

が
分
る
が
、
仔
細
に
見
る
と
、
マ
・
ヤ
の
よ
う
に
女
手
と
共
に
省
画
体
の
「
了
」

「
し
」
が
交
え
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
省
画
体
の
方
を
取
出
し
て
、
ヲ
コ
ト
点
を

同
じ
く
す
る
他
の
慈
覚
大
師
点
の
資
料
（
七
点
を
例
示
）
の
片
仮
名
字
体
と
一

緒
に
示
し
た
の
が
、
第
二
図
で
ぁ
る
。
特
教
的
な
字
体
の
「
寸
」
「
ロ
」
「
了
」

「
し
」
な
ど
は
無
論
と
し
て
、
四
十
八
の
音
節
を
表
す
仮
名
字
体
の
殆
ど
が
、

ど
の
資
料
と
も
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
次
に
、
沙
弥
十
戒
威
儀
隆
角
筆

点
の
女
手
の
方
を
、
同
時
期
の
土
左
日
記
背
鉛
害
見
本
の
平
仮
名
と
比
較
し
た

の
が
第
三
図
で
あ
る
。
膏
黙
吉
尾
本
の
方
は
、
江
戸
時
代
の
臨
草
本
で
あ
る
た

め
に
、
字
形
が
な
め
ら
か
に
後
世
風
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
点
を
考
慮
し
差

引
く
な
ら
ば
、
両
者
が
字
母
等
に
お
い
て
よ
く
通
ず
る
こ
と
が
分
る
。
池
田
亀

注
2
5

鑑
博
士
が
特
筆
さ
れ
た
ス
の
「
ね
」
も
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
字
体
は
、
訓
点

資
料
の
白
点
・
失
点
な
ど
の
訓
点
に
は
拾
い
難
い
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の

角
筆
点
は
、
．
慈
覚
大
師
点
の
資
料
と
も
て
、
ヲ
コ
†
点
と
共
に
、
仮
名
字
体
を

他
の
慈
覚
大
師
点
の
資
料
と
同
じ
省
画
体
に
拠
っ
て
い
乍
ら
、
一
方
で
は
、
当

時
文
字
．
と
し
て
成
長
し
っ
つ
あ
っ
た
女
手
を
多
く
用
い
込
ん
で
、
い
計
の
で
あ

る
。
女
手
を
用
い
込
ん
だ
の
は
、
慈
覚
大
師
点
を
使
l
た
訓
点
資
料
鳳
中
で
は

他
に
見
ら
れ
な
い
。

ヽ

l

ヽ

こ
の
沙
弥
十
戒
威
儀
経
に
角
撃
で
吉
か
れ
た
女
手
は
、
全
巻
に
わ
た
っ
．
て
用
l

い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
分
量
が
多
く
、
し
か
も
貫
之
生
存
時
の
実
際
の
文
字
0

原
物
で
あ
る
か
ら
、
当
時
の
女
手
で
現
存
資
料
が
少
な
い
現
状
で
は
、
平
仮
名

発
達
史
研
究
の
新
た
な
基
礎
資
料
と
な
る
の
は
無
論
で
あ
る
が
、
そ
れ
ば
か
り

で
な
く
、
十
世
紀
前
半
期
の
当
時
、
一
女
手
が
片
仮
名
と
対
立
す
る
、
別
の
文
字

体
系
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
判
る
。
更
に
考
え
て
み
る
に
、
沙
弥
十

戒
威
儀
経
の
角
撃
が
殊
更
に
女
手
を
使
っ
た
の
は
、
片
仮
名
よ
り
む
女
手
の
方

が
′
日
計
的
な
裏
町
文
字
で
あ
っ
て
、
片
仮
名
は
そ
ろ
そ
ろ
固
定
化
が
始
ま
り
、

慈
覚
大
師
息
の
ヲ
コ
ト
点
と
省
回
仮
名
が
示
す
よ
う
に
、
そ
の
訓
点
を
使
う
と

な
る
と
、
特
定
の
字
体
と
ヲ
コ
ト
点
法
と
を
わ
ざ
わ
ざ
覚
え
込
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
日
常
的
な
女
手
の
方
が
使
い
易
か
っ
た
、
と
い
う

よ
う
な
事
情
が
働
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
、
こ
こ
に
、
当

時
の
人
々
の
．
、
女
手
に
対
す
る
価
値
観
ま
で
温
わ
れ
て
来
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
角
筆
点
が
女
手
を
用
い
た
文
献
は
、
他
に
も
存
す
る
。
同
じ

石
山
寺
嵐
の
求
閏
持
法
応
和
（
九
六
一
－
九
六
三
）
・
頃
点
は
、
巻
頭
写
真
に
示

し
た
よ
う
に
、
墨
点
が
女
手
を
以
て
加
点
さ
れ
た
珍
し
い
資
料
と
し
．
て
、
既
に

中
田
祝
夫
博
士
に
よ
っ
・
て
指
摘
き
れ
た
も
の
で
あ
如
、
原
本
に
当
っ
て
見
る

と
、
そ
の
墨
書
の
下
に
角
撃
で
書
い
た
女
手
が
あ
り
、
墨
書
は
こ
れ
を
な
ぞ
っ

た
も
紗
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
こ
の
求
聞
持
法
は
、
舟
撃
の
仮
名
の
上
を
墨
書

で
な
ぞ
っ
た
為
に
」
そ
の
墨
書
に
よ
っ
て
女
手
使
用
の
珍
し
い
訓
点
本
と
し
て

11



注
目
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
沙
弥
十
戒
威
儀
経
の
方
は
、
角
筆
の
訓
点
だ
け
で

あ
っ
た
為
に
、
女
手
を
使
っ
た
こ
と
に
気
づ
か
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

他
に
、
石
山
寺
蔵
の
仏
説
不
増
不
滅
経
平
安
中
期
点
の
角
撃
の
女
手
も
、
角

筆
の
訓
点
だ
け
で
「
色
」
の
点
が
な
い
の
で
、
沙
弥
十
戒
威
儀
経
と
同
類
で
あ

る
。
又
、
角
撃
文
献
鰐
1
号
の
漢
書
周
勃
列
伝
平
安
中
期
点
も
、
角
筆
点
が
女

第
一
回
　
沙
弥
十
戒
威
儀
経
平
安
中
期
角
筆
点
の
仮
名
字
体

踊字 ン ワ ラ ヤ マノヽ ナ 夕 サ カ ア

や わ 11
り

や よ ま／
、

択 水 七
、 つ

ソ
u
rJ

、、
1

、

寸

て

、

0 島
竹

上

市
街 ＼／

九
大タ

ヰ lノ 、－、 ヒ ニ チ シ キ イ
乃 わ

JL

。

為

三

、γ

じ

に

ホ

L

ら
ち

と

・し

ま
さ
よ

へ
、
フ

ノ

ー
1・｝ql

1ノア ▼レ ユ ム フ ヌ ツ ス ク ウ
サ わ

き

巾

の

‾ィ孔
・大

’か
か

す

紹 ㌘

∴

九

才

んく
タ
ブ

、「
、「

以 ノモ エ レ 江 メ へ ’不 テ ゼ ケ 衣

物1ハさl－′
ち
り

九

九

てt′
t

、

め

ゎ

バ

1

称

ネ

て 芝

せ

†

十
＼

J

・・・、

五

「

可 七寸Uu ⇒ノ ロ ヨ モ ホ ノ ト ソ コ オ
吋匝

」

、号

孝

幼 よ も 争／′．1
乃 ∫

＿
ゼ
1

J
」

匿

冊
ぁ

イぺ
，

rヽl－
も

も
ヨ
r

J
／

刀
ト

メ
し 亡

手
を
使
っ
て
い
る
。
但
し
、
こ
れ
に
は
墨
書
の
訓
点
も
あ
る
。

右
の
よ
う
に
、
訓
点
の
片
仮
名
と
は
別
体
系
と
し
て
の
女
手
を
、
こ
の
よ
う

な
形
で
訓
点
に
使
っ
た
訓
点
本
は
、
白
点
や
失
点
の
点
本
で
は
、
平
安
初
・
中
期

の
他
に
は
例
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。
平
安
初
期
点
本
や
漢
籍
点
本
に
交
え
用

注
2
7

い
ら
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
万
葉
仮
名
の
草
体
は
、
別
種
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
点
本
は
、
平
安
後
期
以
降
も
殆
ど
な
い
の
で
あ
る
が
、
唯
、
角
筆

点
だ
け
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
も
女
手
を
用
い
て
い
る
。
寄
陵
部
蔵
自
氏
文
集
正

二
年
（
二
二
二
五
）
点
に
は
、
角
筆
の
女
手
が
次
の
中
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い

る
。

r
群
（
角
）
音
　
r
聖
㌔
　
「
聖
角
｝
瑚
　
r
J
等
ら
」
（
角
）
居
r
ぁ
聖
角
〉

サ
r
か
い
こ
角
）
　
「
せ
つ
寸
」
（
角
）

界
　
　
　
接

こ
の
本
は
時
資
本
と
し
て
知
ら
れ
、
他
に
、
朱
・
黄
・
墨
の
仮
名
が
博
士
家
の
藤

原
・
大
江
・
菅
原
の
各
家
説
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
色
分
け
し
て
示
さ
れ
て
い
る

注
2
8

が
、
そ
の
字
体
は
当
時
の
片
仮
名
で
あ
る
。
所
が
角
撃
の
仮
名
は
右
例
の
よ
う

に
平
仮
名
（
変
体
仮
名
）
を
用
い
て
い
る
。
そ
の
和
訓
と
し
て
の
「
ホ
シ
ノ
キ

ラ
」
や
、
字
音
の
「
セ
ツ
ス
」
も
語
詞
や
音
缶
の
上
で
注
目
さ
れ
る
事
象
で
あ
る
。

江
戸
時
代
に
降
っ
て
も
、
醍
醐
寺
蔵
の
秘
蔵
宝
鍋
や
妙
法
蓮
華
経
文
化
六
年

写
本
（
謡
韻
S
最
）
に
は
、
角
筆
の
訓
点
に
平
仮
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
、
角
筆
点
が
全
部
常
に
平
仮
名
を
用
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、

平
仮
名
を
用
い
た
訓
点
は
角
筆
点
だ
け
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
〝
訓
点
に
は
片
仮

名
を
用
い
る
″
と
い
う
訓
点
の
伝
統
に
基
く
き
ま
り
の
埠
外
に
、
角
撃
の
女
手

（
平
仮
名
）
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
角
筆
で
書
い
た
こ
と
が
女
手
を
呼
び

込
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
角
筆
の
特
性
が
、
裏
の
文
字
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
女
手

が
日
常
的
で
あ
っ
た
こ
と
と
関
達
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
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題課の究研献文筆角

第
二
図
　
慈
覚
大
師
点
資
料
の
片
仮
名
字
体

（
沙
弥
十
戒
昆
浅
銭
乎
安
中
笥
角
悪
点
は
片
仮
名
字
体
を
孜
由
し
た
も
の
）

第
三
国
　
土
左
日
記
青
谷
書
屋
本
の
仮
名
字
体
と
沙
弥
十
戒
威

儀
経
平
安
中
期
角
筆
点
の
女
手

（
各
日
上
段
が
膏
麗
容
屋
本
の
字
体
と
使
用
数
、
下
段
が
沙
弥
十
戒
威
儀
経
角

芯
点
の
女
手
。
育
節
電
見
本
は
池
田
亀
鑑
博
士
の
整
理
さ
れ
た
結
果
に
よ
る
）
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ニ又阜
ノ

ム
′
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院
政
時
代
以
降
の
角
筆
点
の
文
献
で
は
、
仮
名
だ
け
を
使
っ
て
ヲ
コ
ト
点
は

使
わ
れ
な
く
な
る
。
こ
れ
も
、
ヲ
コ
ト
点
と
い
う
、
そ
の
方
式
を
殊
更
に
党
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
加
点
方
法
に
従
わ
な
い
、
即
ち
訓
点
の
伝
統
に
従
わ
な
か

っ
た
こ
と
の
反
映
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
つ
の
面
の
第
二
は
、
〝
言
語
の
変
化
が
、
毛
筆
文
献
に
比
べ
て
、
角
筆
の

方
に
い
ち
早
く
現
れ
る
″
こ
と
で
あ
る
。

沙
弥
十
戒
威
儀
経
平
安
中
期
点
の
角
撃
を
今
ま
で
取
上
げ
て
来
た
の
で
、
こ

こ
で
も
こ
の
角
撃
点
を
先
ず
例
と
す
る
。

ハ
行
四
段
活
用
動
詞
が
、
助
詞
「
て
」
に
続
い
て
音
便
に
な
っ
た
事
象
が
あ
る
。

ス

タ

ブ

テ

　

7

ケ

ブ

ル

フ

て

　

オ

ホ

フ

て

　

フ

ル

フ

て

　

ノ

コ

フ

て

　

　

　

　

　

　

丁

’

引

つ

（

テ

）

l
、
済
　
　
科
撤
　
　
蔽
　
　
振
　
　
拭
　
三
例
）
　
洪

T
’
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ハ
て

2
、
洗
（
二
例
「
呼

l
は
こ
の
音
便
を
「
フ
」
で
表
し
、
2
は
無
表
記
で
示
し
て
い
る
。
こ
の
文
献

の
角
撃
点
で
は
、
ハ
行
四
段
活
用
動
詞
が
助
詞
「
て
」
に
続
い
た
例
の
全
部
が

音
便
と
な
っ
て
お
り
、
原
形
で
「
－
ヒ
テ
」
と
用
い
た
例
は
見
ら
れ
な
い
。
こ

の
「
－
フ
テ
」
の
音
便
形
は
、
従
来
は
主
に
院
政
時
代
以
降
に
普
通
に
用
い
ら

れ
た
と
見
ら
れ
て
来
た
か
ら
、
ハ
行
転
呼
の
問
題
が
終
っ
て
、
そ
の
昔
価
が
ウ

音
便
か
或
い
は
－
竺
t
e
＞
－
賢
e
の
…
母
音
の
脱
落
に
よ
る
軽
唇
摩
擦
音
¢

と
I
と
の
連
呼
に
よ
る
促
音
的
な
も
の
か
、
論
の
分
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

築
島
裕
博
士
は
、
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
の
院
政
期
点
を
中
心
に
平
安
後
半
期

の
資
料
に
拠
っ
て
考
察
さ
れ
、
「
フ
」
表
記
を
受
e
と
見
る
方
が
可
能
性
が
大

注
2
9

き
い
と
さ
れ
た
。
こ
の
沙
弥
十
戒
威
儀
経
の
角
栄
点
は
平
安
中
期
前
半
期
で
あ

り
、
ハ
行
転
呼
の
現
象
が
未
だ
一
般
化
し
な
い
時
期
の
訓
点
で
あ
る
か
ら
、
ウ

音
便
と
見
る
余
地
は
殆
ど
な
く
、
促
音
的
な
も
の
と
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

今
ま
で
指
摘
さ
れ
た
「
－
フ
」
表
記
の
最
も
古
い
例
は
、
治
安
四
年
（
一
〇
二
四
）

ス

7

テ

白
点
の
大
般
捏
褒
経
の
「
吸
」
で
あ
る
か
ら
、
沙
弥
十
戒
威
儀
経
の
例
は
、
そ

れ
よ
り
百
年
程
も
早
く
、
こ
の
音
便
現
象
が
、
角
筆
に
よ
っ
て
多
畳
に
、
し
か

も
一
文
献
に
す
べ
て
音
便
形
と
し
て
現
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
驚
き
さ
え
も

覚
え
る
の
で
あ
る
。
同
じ
時
期
の
平
仮
名
文
の
土
左
日
記
に
は
、
「
読
ん
だ
る
」

「
L
L
（
死
に
し
）
子
」
等
の
招
音
便
は
あ
っ
て
も
、
ハ
行
四
段
活
用
動
詞
に
助
詞

「
て
」
が
付
い
た
場
合
は
、
す
べ
て
原
形
の
「
－
ひ
て
」
で
麦
さ
れ
て
い
る
。
同

じ
時
期
の
訓
点
の
興
聖
揮
寺
蔵
大
唐
西
域
記
平
安
中
期
朱
点
も
同
様
で
あ
る
。

白
点
・
朱
点
・
塁
点
に
お
い
て
は
、
平
安
中
期
に
「
－
フ
テ
」
と
な
っ
た
例
を

未
だ
知
ら
な
い
。
所
が
、
角
撃
点
で
は
他
に
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
u

▲
カ
ヒ
ナ
（
自
点
）

3
、
二
Ⅶ
如
来
各
括
7
着
）
草
－
如
是
亭
（
石
山
寺
蔵
金
剛
頂
略
由
蕗
書
中

期
点
）

シ

タ

カ

フ

テ

　

　

の

に

4
．
、
随
　
寧
二
処
一
（
石
山
寺
蔵
未
開
持
法
応
和
頃
点
）

3
は
白
点
が
「
ム
カ
ヒ
テ
」
と
原
形
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
左
傍
の
角
筆
点
は

「
－
フ
テ
」
と
音
便
に
な
っ
て
い
る
U
4
の
「
シ
タ
カ
フ
テ
」
の
例
の
あ
る
求

田
持
法
は
、
既
述
の
角
撃
点
を
墨
書
で
な
ぞ
っ
た
資
料
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
毛
筆
文
献
に
比
べ
て
、
角
筆
の
方
に
、
言
語
の
変
化
が
早
く

現
れ
る
よ
う
な
事
象
は
、
他
に
も
指
摘
さ
れ
る
。
〝
早
く
現
れ
る
″
と
い
う
こ

と
は
事
象
ご
と
、
個
別
に
見
る
必
要
が
あ
る
。
以
下
、
箇
条
書
に
述
べ
る
。

H
鼻
音
に
お
い
て
、
m
音
と
豊
目
と
の
区
別
が
乱
れ
た
例
の
現
れ
る
の
は
、
地

方
資
料
と
か
、
本
文
批
判
を
経
て
い
な
い
文
献
や
表
記
法
が
特
殊
な
文
献
や

俗
語
の
反
映
し
た
資
料
と
か
は
と
も
か
く
、
中
央
の
訓
点
資
料
で
は
、
従
来

注
3
0

錠
倉
初
期
か
ら
と
見
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
先
指
の
神
田
太
白
氏

t
▲

文
集
の
角
筆
の
「
鉢
園
布
」
の
「
セ
ム
」
は
、
そ
の
乱
れ
が
百
年
程
早
く
現

れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

口
唇
内
入
声
音
が
感
受
日
の
前
で
促
音
化
す
る
現
象
は
、
小
松
英
珪
氏
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
た
が
、
資
料
は
金
沢
文
庫
本
群
書
拾
要
な
．
ぜ
鎧
倉
時
代
の
も
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題課の究研献文筆角

の
で
あ
っ
た
。
筆
者
の
調
査
に
お
い
て
も
、
舘
倉
初
期
の
例
が
早
い
も
の
で

注
3
2

あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
神
田
本
白
氏
文
某
の
「
喋
」
の
角
箪
仮
名
「
テ

ツ
（
テ
フ
）
」
は
、
そ
の
百
年
程
調
っ
た
例
と
な
る
。

臼
遠
字
音
の
合
劫
音
「
ク
ヰ
」
「
ク
エ
」
が
「
キ
」
「
ケ
」
と
同
音
に
な
る
の
も

注
3
3

鎧
倉
時
代
申
・
後
期
と
見
ら
れ
る
。
所
が
、
平
安
後
期
の
石
山
寺
蔵
幾
恐
痘

レ
レ

移
罠
経
廷
久
二
年
（
一
〇
七
〇
）
点
の
角
撃
仮
名
に
は
、
「
助
「
ケ
」
（
角
）
」
の

よ
う
に
、
「
灰
」
の
昔
を
「
ケ
」
と
麦
記
し
て
い
る
。
同
じ
箇
所
を
、
失
点

で
は
「
化
」
と
類
晋
の
漢
字
で
表
し
て
い
る
。

’
カ
シ
ハ
ウ
て

伺
石
山
寺
蔵
の
読
書
高
帝
紀
下
平
安
中
期
の
角
筆
点
に
は
「
侵
奪
」
と
あ
る
。

「
ウ
パ
フ
」
が
「
パ
フ
」
と
な
っ
た
例
と
し
て
、
従
来
知
ら
れ
た
例
よ
り
も
、

遥
か
に
渕
る
と
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
諸
事
象
は
、
角
塁
に
よ
っ
て
、
毛
筆
文
献
の
場
合
よ
り
も
早
く
現
れ

出
た
も
の
で
あ
り
、
毛
筆
文
献
で
は
す
ぐ
に
は
現
れ
党
い
よ
う
な
、
変
化
し
始

め
た
現
実
音
が
、
メ
モ
的
な
角
筆
の
文
字
な
る
が
故
に
現
れ
易
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

三
つ
の
百
の
第
三
は
、
〝
俗
語
の
投
映
″
で
あ
る
U
も
う
一
度
、
沙
弥
十
戒
威
儀

経
の
角
筆
点
を
例
と
す
る
。
巻
頭
写
真
に
示
し
た
よ
う
に
、
「
己
」
の
傍
訓
に
、

角
筆
で
代
名
詞
「
オ
レ
」
が
現
れ
て
い
る
。
平
安
時
代
の
、
二
人
称
代
名
詞
の

「
オ
レ
」
に
つ
い
て
、
森
野
宗
明
氏
は
、
「
平
安
時
代
に
は
文
献
に
姿
を
見
せ

l
は
と
と
ぎ
ナ

ず
」
、
例
外
と
し
て
枕
草
子
の
田
植
え
女
の
う
た
う
俗
謡
「
時
鳥
、
お
れ
、
かタ

へ

や
つ
よ
」
と
、
今
昔
物
語
集
巻
二
十
六
第
七
語
の
東
国
の
猟
師
の
言
葉
の
「
敬

オ
レ
！
～
」
の
二
例
を
挙
げ
、
部
俗
性
を
帯
び
た
語
と
し
て
、
貴
族
社
会
メ
ム
バ

ー
の
発
言
部
で
な
く
、
一
般
大
衆
の
発
言
部
内
に
見
出
さ
れ
、
「
社
会
の
周
辺

注
3
4

で
は
依
然
と
し
て
生
き
続
け
た
」
と
さ
れ
た
。
高
野
山
文
容
の
阿
氏
河
荘
の
百

姓
等
申
状
の
稚
拙
な
片
仮
名
文
の
中
の
「
オ
レ
」
は
有
名
で
あ
る
。
一
人
称
の

「
オ
レ
」
に
つ
い
て
も
、
森
野
氏
は
、
讃
岐
典
侍
日
記
を
挙
げ
、
片
言
的
ニ
ュ

注

3

5

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

オ

レ

ア
ン
ス
の
語
と
さ
れ
て
い
る
。
抄
弥
十
戒
威
儀
経
の
角
筆
点
の
「
己
」
を
、
オ

ノ
レ
の
省
記
と
見
る
こ
と
は
、
こ
の
文
献
の
表
記
方
式
か
ら
は
難
し
く
、
文
字

通
り
と
す
れ
ば
、
枕
草
子
よ
り
古
い
例
と
な
る
。
こ
れ
は
、
「
自
分
白
身
」
の

意
味
で
あ
る
か
ら
、
二
人
称
や
一
人
称
と
も
異
な
る
が
、
オ
ノ
レ
と
同
様
に
、

人
称
の
用
法
の
背
景
に
反
射
指
示
が
俗
語
と
し
て
は
生
き
て
い
た
も
の
が
、
角

筆
に
よ
っ
て
浮
び
出
た
と
い
う
解
釈
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
種
の
例
は
、
語
法

の
面
に
も
認
め
ら
れ
る
。

五
、
角
筆
文
献
の
言
語
研
究
の
課
題

右
に
述
べ
た
三
つ
の
面
か
ら
の
、
角
筆
の
言
語
の
特
性
を
併
せ
て
考
え
る

と
、
角
筆
の
言
語
に
は
、
冒
記
言
語
の
規
範
か
ら
外
れ
た
、
日
常
性
、
口
語
性

（
俗
語
性
）
が
現
れ
う
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
無
論
、
角
筆
の
言
語
が
全
部

そ
う
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
言
語
と
し
て
文
字
で
表
現
さ
れ
る
以
上
、
そ

こ
に
は
、
言
語
表
現
と
し
て
の
制
約
が
　
－
　
訓
点
な
ら
訓
点
と
し
て
の
、
和
文

な
ら
和
文
と
し
て
の
　
ー
　
あ
る
が
、
角
筆
の
用
途
が
メ
モ
的
で
あ
る
が
故
に
、

他
の
文
献
よ
り
も
、
口
語
性
が
現
れ
易
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

口
語
史
を
考
え
る
場
合
、
鎌
倉
時
代
以
前
に
お
い
て
は
、
墨
書
の
文
献
の
制

約
も
あ
っ
て
、
口
頭
語
そ
の
も
の
の
研
究
は
困
難
の
多
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

訓
点
資
料
で
さ
え
、
平
安
中
期
以
降
は
、
訓
読
の
固
定
化
に
伴
い
、
漢
文
訓
読

語
と
い
う
、
一
種
の
文
章
語
と
化
し
て
し
ま
う
。
そ
う
い
う
中
に
あ
っ
て
、
口
語

の
方
に
一
番
近
い
所
に
あ
る
言
語
を
反
映
す
る
も
の
と
し
て
、
角
筆
文
献
は
、

口
語
史
と
い
う
分
野
を
開
拓
す
る
上
に
、
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
為
に
は
、
現
段
階
で
は
、
更
に
多
く
の
角
筆
文
献
を
見
付
け
出
し
て
、

そ
の
言
語
を
記
述
す
る
こ
と
が
、
こ
の
文
献
研
究
の
当
面
の
課
題
と
な
る
の
で
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あ
る
。

注
1
　
小
林
芳
規
『
碑
鮎
弊
紙
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
七
一
二
弓

注
2
　
昭
和
十
年
五
月
、
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
蔵
版
（
景
旧
抄
本
算
二
焦
、

．
・
解
説
、
神
田
荘
】
郎
博
士
）
。

注
3
　
小
林
芳
規
「
訓
点
記
蔵
の
一
粒
式
に
つ
い
て
の
報
告
」
（
訓
点
語
と
訓

点
資
料
箔
二
十
四
軽
、
昭
和
三
十
七
年
十
二
月
）
。

注
4
　
昭
和
五
十
六
年
十
二
月
の
石
山
寺
調
査
で
、
新
た
に
「
弁
頸
密
二
数
論

巻
下
」
「
声
字
実
相
義
」
「
般
若
心
経
秘
錠
」
「
秘
蔵
宝
鏡
」
な
ど
十
点
が

見
出
さ
れ
　
（
築
島
裕
博
士
、
田
中
稔
氏
教
示
）
、
計
九
十
二
点
を
数
え
る

に
至
っ
た
。

注
5
　
小
林
芳
規
「
角
筆
点
資
料
に
お
け
る
石
山
寺
蔵
本
の
位
琶
」
（
『
石
山
寺

の
研
究
1
一
切
経
鳥
イ
ー
』
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
）
。

注
6
　
小
林
芳
規
「
平
安
初
期
の
角
肇
点
資
料
」
　
（
国
語
学
算
七
十
八
韓
、
昭

和
四
十
四
年
九
月
）
。

注
7
　
笠
物
語
の
成
立
は
、
一
説
で
は
算
l
部
が
十
一
世
紀
初
頭
か
ら
余
り
下

ら
ぬ
時
代
と
さ
れ
、
諸
説
が
あ
る
（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
笠
物
語
』
解
説
）
。

お

と

こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

み

　

　

　

　

　

　

な

冒
頭
部
に
「
こ
の
男
、
い
と
お
か
し
き
さ
ま
を
見
て
、
す
こ
し
馴
れ
ゆ
く

か

は

　

み

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と

ま
1
に
、
顔
を
見
え
物
語
な
ど
も
し
て
、
文
の
て
と
い
ふ
も
の
を
取
ら
せ

み

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

た
り
け
る
せ
見
れ
ば
、
剖
っ
叫
ち
l
し
て
、
一
首
を
な
ん
、
寄
き
た
り
け

よ

し

の

　

　

　

　

　

　

　

　

い

も

せ

　

　

　

こ

　

　

み

る
、
な
か
に
行
く
富
野
の
河
は
あ
せ
な
ゝ
ん
妹
背
の
山
を
越
ゑ
て
見
る
べ

く
」
と
あ
る
。

注
8
　
九
点
に
つ
い
て
は
、
小
林
芳
規
『
畔
鮎
糎
晋
籍
訓
読
の
国
語
史
的

研
究
』
（
再
版
に
際
し
て
の
捕
正
）
　
参
照
。

注
9

注
1
0

注
1
1

後
述
。

後
述
。

高
帝
紀
算
一
下
の
一
巻
で
、
昭
和
十
六
年
一
月
刊
。
山
田
孝
雄
博
士
の

解
説
で
は
、
訓
点
の
こ
と
に
は
全
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
角
肇
の

訓
点
に
つ
い
て
は
、
「
石
山
寺
蔵
漢
書
の
角
筆
点
に
つ
い
て
」
と
屈
し
て

昭
和
四
十
七
年
十
月
二
十
日
、
訓
点
語
学
会
で
口
頭
発
表
を
し
、
そ
の
一

端
は
注
5
文
献
に
掲
げ
た
。

注
1
2
　
小
林
芳
規
「
需
沙
弥
十
戒
威
儀
経
平
安
中
期
角
筆
点
」
（
広
島
大
学
文

学
部
紀
要
彗
l
十
五
巻
、
昭
和
五
十
一
年
二
月
）
、
同
、
「
語
沙
弥
十
戒

威
儀
経
平
安
中
期
角
塁
点
続
稿
」
晶
頑
肇
晋
語
学
論
集
』
、
昭
和
五

十
一
年
十
二
月
）
。

注
1
3
　
沼
本
克
明
「
古
文
尚
容
平
安
中
期
点
の
字
音
注
記
の
出
典
に
つ
い
て
」

（
国
語
学
七
十
八
軽
、
昭
和
四
十
四
年
九
月
）
。

注
1
4
　
算
二
次
墨
書
の
中
に
は
、
筆
致
や
豊
色
か
ら
見
て
、
更
に
何
次
か
に
わ

た
っ
て
遺
書
し
た
か
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
を
峻
別

す
る
こ
と
は
難
し
く
、
書
入
れ
の
頂
序
や
そ
の
性
格
が
、
算
一
次
塁
審
と

角
筆
と
に
対
し
て
、
算
二
次
墨
書
と
し
て
一
括
し
て
扱
っ
て
も
大
差
が
な

い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
細
分
す
る
こ
と
を
し
な
い
。

注
1
5
　
巻
三
、
複
製
本
の
十
八
丁
某
（
通
し
行
数
で
㍑
行
目
）
に
「
馴
象
」
と

あ
る
二
漢
字
の
真
申
に
音
合
を
示
す
角
豊
の
合
符
が
あ
り
、
そ
れ
に
角
筆

の
合
点
が
附
さ
れ
て
い
る
が
、
複
製
本
で
は
、
墨
書
の
合
点
し
か
見
え
な

い
。
合
点
さ
れ
る
べ
き
角
肇
の
合
符
の
方
は
重
書
が
な
ぞ
り
忘
れ
た
も
の

で
あ
る
。
尚
、
重
吉
の
訓
合
符
（
左
雷
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
現
象

に
は
関
係
な
い
。

注
1
6
　
中
田
祝
夫
「
中
古
音
訳
史
上
の
二
・
三
の
問
題
」
（
『
古
点
本
の
国
語
学

的
研
究
』
総
論
震
）
。

注
1
7
　
「
乙
点
団
」
は
中
田
祝
夫
博
士
の
仮
称
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
ヲ

コ
ト
点
法
は
、
名
称
の
あ
る
場
合
、
「
円
望
点
」
「
頂
掟
和
尚
点
」
「
智
証
大

師
点
」
な
ど
「
～
点
」
と
呼
ぶ
の
が
普
通
で
あ
る
こ
と
と
、
こ
の
「
乙
点

図
」
の
点
法
が
天
台
宗
比
叡
山
の
慈
覚
大
師
に
関
係
が
あ
り
、
そ
の
身
辺
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か
ら
出
た
と
推
定
さ
れ
る
　
（
拙
稿
「
寛
平
法
皇
の
訓
点
」
国
語
と
国
文

学
、
昭
和
五
十
七
年
三
月
）
　
こ
と
か
ら
、
私
に
「
慈
覚
大
師
点
」
の
名
称

を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

注
は
　
小
林
芳
貴
「
乙
点
因
所
用
の
罰
点
童
科
に
つ
い
て
」
（
『
卯
確
肇
晋

語
学
詣
集
』
、
昭
和
五
十
四
年
二
月
）
。

注
1
9
　
口
和
五
十
六
年
十
月
初
に
ヨ
査
し
た
も
の
で
、
調
査
に
当
り
、
山
本
信

富
民
の
日
高
記
、
侍
坂
勝
男
氏
の
包
世
話
、
岩
戎
専
任
芯
堤
朋
栄
師
の
芳

情
を
得
、
鈴
木
三
・
校
末
光
匹
氏
の
助
力
を
得
た
も
の
で
あ
る
。

注
2
0
　
そ
の
詳
笛
は
、
拙
稿
「
弼
頑
璃
腎
望
経
に
書
入
れ
ら
れ
た
鎌
倉

時
代
の
角
禁
文
字
等
に
つ
い
て
」
　
（
謹
倉
時
代
語
研
究
第
五
租
、
昭
和
五

十
七
年
五
月
刊
行
予
定
）
参
照
。

注
2
1
　
『
佐
賀
県
史
料
集
成
』
所
収
。
高
城
寺
も
河
別
荘
内
に
あ
っ
た
こ
と
は
、

高
城
寺
文
書
か
ら
知
ら
れ
る
。

注
2
　
『
佐
賀
県
史
料
災
戌
』
所
収
。

注
2
3
　
洞
見
浩
氏
の
教
示
に
よ
る
。

注
以
　
平
田
究
氏
の
教
示
に
よ
る
。

注
2
5
　
池
田
包
鑑
『
古
典
の
批
判
的
処
琶
に
関
す
る
研
究
』
第
一
部
二
一
〇

頁
。

注
2
6
　
中
田
祝
夫
博
士
注
1
6
文
献
五
七
五
頁
。
尚
、
こ
の
角
肇
点
に
つ
い
て
具

拙
稿
「
語
求
悶
持
法
応
和
角
葦
点
」
（
『
敵
城
噌
晋
語
史
論
集
』
昭
和

五
十
一
年
五
月
）
　
で
報
告
し
た
。

助
動
詞
「
む
」
に
お
い
て
は
平
安
時
代
に
「
ン
」
と
す
る
例
が
あ
る
が
稀

で
あ
っ
て
、
鑓
倉
時
代
以
前
の
も
の
は
殆
ど
例
外
な
く
ム
で
記
し
、
ン
と

記
す
る
も
の
が
あ
れ
は
殆
ど
珪
倉
に
入
っ
て
か
ら
の
も
の
が
多
い
と
い
っ

て
良
い
と
さ
れ
る
。

注
3
1
　
小
松
英
雄
「
日
本
字
音
に
お
け
る
店
内
入
声
韻
尾
の
促
音
化
と
古
内
入

声
音
へ
の
合
流
過
把
7
－
中
世
博
士
家
訓
点
資
料
か
ら
の
跡
付
け
－
」
　
（
国
語
学
二

十
五
韓
、
昭
和
三
十
一
年
七
月
）
。

注
3
2
　
注
3
0
文
献
。

注
3
3
　
注
3
0
文
献
。

注
3
4
　
森
野
宗
明
「
中
世
物
語
説
話
の
表
現
」
（
『
日
本
の
説
話
』
算
七
巻
、
昭

和
四
十
九
年
十
一
月
）
。
尚
、
小
山
敦
子
氏
の
教
示
に
よ
る
と
、
源
氏
物

語
の
近
江
君
の
言
葉
の
中
に
自
称
の
「
お
れ
」
が
一
例
、
大
成
本
の
底
本

に
は
あ
る
と
い
う
。
但
し
他
の
写
本
は
「
お
の
れ
」
　
で
あ
り
、
そ
の
他
の

例
も
す
べ
て
「
お
の
れ
」
と
あ
る
由
で
あ
る
。

注
3
5
　
森
野
宗
明
「
平
安
時
代
の
言
語
作
品
に
見
出
さ
れ
る
子
供
の
こ
と
ば
使

い
に
つ
い
て
」
　
（
青
山
学
院
女
子
短
期
大
学
紀
要
二
十
二
時
）
。

〔
附
記
〕
　
本
稿
は
昭
和
五
十
六
年
十
月
国
語
学
会
秋
季
大
会
の
公
開
講
漬
で

発
表
し
た
草
稿
に
基
い
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
巻
頭
写
真
の
石
山
寺
・
西

大
寺
蔵
本
の
投
影
は
八
幡
扶
桑
氏
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

－
　
広
島
大
学
教
授
　
－

注
2
7

注
2
8

注
2
9

注
3
0

注
1
文
献
七
二
七
頁
。

注
1
文
駄
八
九
二
頁
。

築
島
裕
『
謂
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
の
国
語
学
的
研
究
、
研
究

謂
』
一
三
六
頁
。

小
林
芳
規
『
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
』
（
『
広
島
大
学
文
学
部

紀
要
』
単
刊
、
昭
和
四
十
六
年
三
月
）
。
中
田
祝
夫
博
士
は
注
1
6
文
献
で
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Problems in the Study of 'Kakuhitsu WW Literature

Kobayashi Yoshinori

The 'kakuhitsu' is a writing utensil made of either ivory or bamboo and

in the shape of a small writing brush. By 'kakuhitsu' literature I mean those

documents in which letters are impressed on paper with a sharp-pointed

'kakuhitsu'. A work of 'kakuhitsu' literature was first discovered twenty years

ago, and its total number so far discovered amounts to eighty-two. One of

the earliest works extant dates back to the beginning of the Heian period

(around 800 A. D.), while the latest dates from the late Edo period (around

1800 A. D.). The writings of this kind are abundantly owned by ancient

temples in Kyoto, and they are also possessed by ancient shrines on the isles

in the Inland Sea, and by ancient temples in Kyushu, thus being scattered

all over the country.
'Kakuhitsu' literature is classified into three categories according to its

contents. The first is those documents in which a Chinese composition writ-

ten in Chinese ink is glossed in vermilion with guiding marks by 'kakuhitsu'.

The second is those in which a similar composition is plainly glossed with

guiding marks by 'kakuhitsu'. This appears, at a cursory glance, to consist

of nothing but Chinese writing. The third is those in which letters are sim-
ply impressed or inscribed on white paper with 'kakuhitsu'. The last is sp-

parently blank paper. It is to be noted in passing that thess three categories

call for distinct methods of research.
The vocabulary of 'kakuhitsu' documents tends, unlike that of Chinese-ink

writings, to be deviant from the norm, because of their personal character

as well as of their nature of a memorandum. Along with slang, linguistic

changes not yet discernible in Chinese-ink writings find their way into their

vocabulary. Accordingly, they provide us with the new and best materials

for describing the growth of colloquialism in the Heian and Kamakura periods.
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